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ご
あ
い
さ
つ

本
日
の
テ
ー
マ
は
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
収
益
化
」
で
す
。
当
研
究
所
で
は
、
産
業
界
の

重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「S

ociety5.0

」
実
現
に
向
け
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
つ

い
て
、
東
京
大
学
の
元
橋
一
之
教
授
を
研
究
主
幹
に
お
迎
え
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

２
年
前
の
研
究
発
表
で
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
複
数
の
企
業
の
間
で
、
日
本
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
て
お
り
、
そ
の
レ
ベ
ル
も
欧
米
諸
国
と
比
較
し
て
決
し
て
遜
色
が
な
い
、
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
経
団
連
会
員
企
業
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
で
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
新
事
業
創
出
と
い
っ
た

経
営
効
果
を
実
感
し
て
い
る
企
業
は
少
な
い
、
と
い
う
実
態
も
判
明
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
業
種
・
業
界
を
超
え
た
企
業
間
の
協
力
、
あ
る
い
は
企
業
と
大
学
、
研
究
開
発
法

人
と
の
協
力
に
よ
る
成
功
事
例
と
、
そ
こ
に
至
る
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
イ
ノ
ベ
ー
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シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。

本
日
は
、
ま
ず
元
橋
教
授
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。
続
く
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
髙
村
藤
寿
コ
マ
ツ
取
締
役
、
横
山
淳
Ｊ
Ｒ
東
日
本
執
行
役
員
、
宮
田
拓

弥
ス
ク
ラ
ム
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
創
業
者
・
ゼ
ネ
ラ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
よ
り
、
研
究
開
発
の
成
功
事
例
や
海
外

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
分
野
の
ト
レ
ン
ド
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
先
端
的
な
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
当
研
究
所
の
研
究
委
員
で
あ
る
田
中
芳
夫
東
京
理
科
大
学
大
学
院
教
授
、

西
尾
好
司
富
士
通
総
研
上
席
主
任
研
究
員
よ
り
コ
メ
ン
ト
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
皆
様
方
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
の
一
助
に
な
り
、

日
本
の
新
し
い
経
済
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

二
〇
一
七
年
四
月
十
九
日

21
世
紀
政
策
研
究
所
所
長　

三
浦　

惺　
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オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
収
益
化
が
課
題

本
研
究
の
背
景
と
し
て
、
前
回
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
、
日
本
の
大
企
業
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
４
年
11
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
日
本
の
大
企
業
の
多
く

（
77
％
）
が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
一
方
、
そ
こ

か
ら
成
果
を
上
げ
て
い
る
企
業
は
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
「
新
し
い
事
業
機
会
の
探
索
・
創
出
」
に
つ
な
げ
て
い
る
企
業
は
19
％
、「
既
存
事
業
の
強

化
」
に
つ
な
げ
て
い
る
企
業
も
27
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
の
数

と
、
実
際
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
企
業
の
数
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
収
益
化
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
、

研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
は
何
か
？

は
じ
め
に
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
企
業
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に
も
、
研
究
開
発
部
門
と
事
業
部
門
が
あ
る
わ
け
で
す

が
、
今
回
は
「
収
益
化
」
に
着
目
し
て
い
る
の
で
、
特

に
事
業
部
門
の
話
に
関
係
し
て
き
ま
す
。
事
業
部
門
で

は
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
顧
客
─
─
Ｂ
to
Ｂ
の
企
業
の
場

合
は
顧
客
＝
企
業
に
な
り
ま
す
─
─
と
の
「
協
業
」
に

よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
最
近
は

「
協
創
」
と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
や
顧
客
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
「
仲
間
」
を
巻

き
込
ん
で
価
値
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
エ
コ
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
、
と
定
義
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
従
っ
て
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
１
対
１
で
行
わ
れ

る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
１

対
多
」
で
行
わ
れ
る
、
経
営
効
果
を
も
た
ら
す
た
め
の

仕
掛
け
・
戦
略
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

元橋研究主幹

9 研究報告



社内 社内

探索
製品コンセプト

開発
新製品・サービス

収益化
ビジネスモデル

社内

社外

社外
社外 社外

社外
社外

インタラクティブ（クローズ）リニアモデル（オープン）

で
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
О
Ｉ
）
の
特
性
」（
図
表
１
）
を
考
え

て
み
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
「
収
益
化
」

を
考
え
た
場
合
、
ま
ず
、
あ
る
技
術
を
も
と
に
製
品
コ
ン

セ
プ
ト
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
（
探
索
）
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
こ
か
ら
新
し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す

（
開
発
）、
つ
ま
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
る
わ
け
で
す

が
、
こ
れ
だ
け
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

か
ら
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
初
め
て
「
収
益
化
」
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
考
え
る
と
、
探
索
の
フ
ェ
ー
ズ
で
、

「
社
内
」
と
複
数
の
「
社
外
」
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
、
か
な
り
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
産
学

図表1  イノベーションフェーズごとのＯＩ特性
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連
携
で
大
学
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
引
っ
張
っ
て
く
る
、
あ
る
い
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
技
術
を

引
っ
張
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
が
開
発
の
フ
ェ
ー
ズ
に
入
る
と
、
多
く
の
場
合
、
社
外
を
巻
き
込
む
量
と
い
う
の
は
少
な
く

な
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
社
が
中
心
と
な
っ
て
引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
収

益
化
の
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る
と
、
よ
り
特
定
の
相
手
と
密
に
組
ん
で
い
く
よ
う
な
や
り
方
が
メ
イ
ン
に

な
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
般
的
に
そ
う
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
て
の
ケ
ー
ス
が
こ
れ
に

当
て
は
ま
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

図
表
１
の
下
の
ほ
う
を
見
て
く
だ
さ
い
。
技
術
が
あ
っ
て
、
製
品
が
で
き
て
、
市
場
に
出
す
、
と
い

う
よ
う
に
順
番
に
進
ん
で
い
く
モ
デ
ル
、
こ
れ
を
「
リ
ニ
ア
モ
デ
ル
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
探
索
か
ら

開
発
に
か
け
て
の
段
階
は
、
オ
ー
プ
ン
に
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
中
心

に
な
り
ま
す
が
、
開
発
か
ら
収
益
化
に
か
け
て
の
段
階
は
、
特
定
の
相
手
と
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
、「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
」
な
状
態
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。「
オ
ー

プ
ン
」
と
は
逆
の
「
ク
ロ
ー
ズ
」
な
状
態
に
な
っ
て
い
く
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
今
回
の
研
究

は
、
こ
の
図
表
１
の
右
側
に
着
目
し
た
も
の
で
す
。

11 研究報告



（出所）「日本型オープンイノベーションの研究」（21世紀研レポート）

スピン
アウト

スピンアウト

M&A
技術取引

ベンチャー
企業

イノベーション
の協業

技術力のある
中堅企業

（日本型）
関係依存モデル

大企業

（米国型）
スピンアウトモデル

大企業

大学
研究所

大学
研究所

人材輩出
技術指導

人材輩出
技術指導

共同研究
人材交流

私
た
ち
は
２
年
前
に
「
日
本
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
行
い

ま
し
た（
報
告
書「
日
本
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
研
究
（
２
０
１
５
・
６
）」
参
照
）。
こ
の
「
日

本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
」（
図
表

２
）
は
、
そ
の
際
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。
左
が
日

本
型
モ
デ
ル
、
右
が
米
国
型
モ
デ
ル
─
─
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
型
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
─
─

で
す
。

日
本
型
モ
デ
ル
は
「
関
係
依
存
モ
デ
ル
」
と
い
え

ま
す
。
大
企
業
、
技
術
力
の
あ
る
中
堅
企
業
、
大
学

と
い
っ
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
長
期
的
な
関
係
を
持
ち

つ
つ
安
定
的
に
協
業
し
て
い
く
、
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

図表2  日本のイノベーションシステムの特徴
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一
方
、
米
国
型
は
「
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
モ
デ
ル
」
と
い
え
ま
す
。
大
企
業
や
大
学
か
ら
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト

し
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
元
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
グ
ー
グ
ル
が
、
大
企
業
と
な
っ
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
ど
ん
ど
ん
買
収
し
て
い
る
、
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
売
っ
た
人
が
別
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
つ
く
る
な

ど
、
組
織
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
特
徴
で
す
。

ひ
と
言
で
い
う
と
、
日
本
型
が
相
手
と
の
安
定
的
・
固
定
的
な
関
係
の
な
か
で
協
業
を
行
っ
て
い
く

と
い
う
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
米
国
型
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
資
本
の
原
理
で
、
ど
ん
ど
ん
人
も
代

わ
る
し
、
企
業
の
形
態
も
変
わ
っ
て
い
く
、
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
収
益
化
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

や
は
り
、
日
本
型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
考
え
た
と
き
、
こ
の
収
益
化
の
問
題
は
、

レ
レ
バ
ン
ト
（
実
際
的
）
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
う
ま
く
回
し
て
い
く
こ
と
が
日

本
企
業
の
競
争
力
に
関
わ
っ
て
く
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
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「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
は
何
か
？

で
は
、
こ
こ
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
マ
ル

コ
・
イ
ア
ン
シ
テ
ィ
と
ロ
イ
・
レ
ビ
ー
ン
と
い
う
研

究
者
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
彼
ら
の
著
書
に
書
か
れ

て
い
る
も
の
で
す
（
図
表
３
）。
大
き
な
円
が
「
キ
ー

ス
ト
ー
ン
」
で
一
つ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
中
心
的
な

存
在
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
小
さ
な
円
が
「
ニ
ッ

チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
で
、
こ
れ
ら
の
相
互
補
完
関
係
で

一
つ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
つ
く
ら
れ
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

キ
ー
ス
ト
ー
ン
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
全
体
の
パ
イ

を
広
げ
る
よ
う
な
も
の
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機

（出所）『キーストーン戦略』
（マルコ・イアンシティ、ロイ・レビーン）

具体例：
・マイクロソフトとサービス
デベロッパー

・ウォルマートとサプライ
チェーン業者
・TSMCとNVIDIAなど
ファブレス企業

・キーストーンとニッチプレイヤー
の相互補完関係

・エコシステムのダイナミクス
・キーストーン：全体のパイを拡大する
行動（プラットフォーム機能）

・ニッチプレイヤー：エコシステムの
柔軟性・多様性を実現
（コア経営資源の提供）

図表3  ビジネスエコシステムのコンセプト
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能
に
近
い
概
念
で
す
。
一
方
、
ニ
ッ
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
技
術
な
ど
を
持
ち
、
シ
ス
テ

ム
全
体
の
多
様
性
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
多
様

性
に
よ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
全
体
の
価
値
が
増
え
て
い

く
、
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
は
一
つ
の
キ
ー
ス
ト
ー
ン
で
あ
り
、
そ
の
な

か
に
サ
ー
ビ
ス
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
い
て
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
の
製
品
群
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

一
方
、「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
は
何
か
。「
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」（
図
表
４
）
と

い
う
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
左
側
の
「
技
術
利
用

型
」
は
、
例
と
し
て
ア
ッ
プ
ル
のiP

hone

と
ア
プ

リ
事
業
者
の
関
係
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
先
に

キーストーン不在のエコシステムがより一般的

マーケット（顧客）

例：インテルとPC事業者
（プラットフォームリーダー
の事例）

例：アップルiPhoneとアプリ事業者
（キーストーンで用いられる事例）

技術利用型

技術提供型部品・材料

製品・
サービス

図表4  プラットフォームとエコシステム

15 研究報告15



見
た
図
表
３
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
サ
ー
ビ
ス
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
関
係
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。
キ
ー

ス
ト
ー
ン
が
い
て
、
そ
の
下
に
技
術
を
提
供
す
る
ニ
ッ
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
、
と
い
う
形
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
経
営
学
的
に
研
究
し
た
人
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
マ
イ
ケ
ル
・
ク

ス
マ
ノ
で
す
。
彼
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
議
論
で
は
、
Ｐ
Ｃ
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
提
供
し

て
い
る
イ
ン
テ
ル
と
Ｐ
Ｃ
事
業
者
の
関
係
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
テ
ル
が
「
技
術
提
供

型
」
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
り
、
そ
の
う
え
で
各
Ｐ
Ｃ
メ
ー
カ
ー
が
差
別
化
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
同
じ
イ
ン
テ
ル
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
用
い
て
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
薄
く
て
軽
い
Ｐ
Ｃ
を
つ
く
り
、D

ell

は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
効
率
的
に
や
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で

す
。し

か
し
、
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
て
い
く
と
、
実
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
あ
る
い
は
キ
ー
ス
ト
ー

ン
が
存
在
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
事
例
は
非
常
に
希
だ
と
い
え
ま
す
。
イ
ア
ン
シ
テ
ィ
も
ク
ス
マ
ノ
も
、

分
か
り
や
す
い
事
例
を
引
っ
張
っ
て
き
て
、
自
分
の
理
論
に
用
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
態

は
、
キ
ー
ス
ト
ー
ン
が
不
在
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
有
機
的
に
重
な
り
合
っ
て
エ
コ
シ
ス
テ

ム
が
で
き
て
い
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
一
般
的
な
の
で
す
。
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そ
う
い
う
意
味
で
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
定
義
は
、
キ
ー
ス
ト
ー
ン
あ
る
い
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

よ
り
も
広
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
キ
ー
ス
ト
ー
ン
が
非
常
に
共
通
的

な
機
能
を
も
た
ら
し
た
場
合
、
こ
れ
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
呼
ぶ
、
と
い
う
よ
う
な
整
理
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
と
成
果
の
ギ
ャ
ッ
プ

次
に
、
い
く
つ
か
統
計
的
な
分
析
結
果
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
主
な
目
的
を
九
つ
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
度
と
成
果
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
（
18
ペ
ー

ジ
図
表
５
）。
例
え
ば
、
冒
頭
で
申
し
上
げ
た「
新
し
い
事
業
機
会
の
探
索
・
創
出
」
は
、
80
％
の
企
業

が
「
重
要
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
企
業
は
21
％
し

か
い
ま
せ
ん
。

８
番
目
に
「
自
社
事
業
に
と
っ
て
有
力
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
」
と
い
う
目
的
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
的
な
考
え
方
だ
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
お

よ
そ
半
分
（
45
％
）
の
企
業
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
的
な
考
え
方
が
、
か
な
り
日

17 研究報告



本
企
業
に
広
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る

と
思
い
ま
す
が
、
成
果
が
出
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
企
業
は
16
％
し
か
い

ま
せ
ん
。

一
方
、
９
番
目
に
「
デ
フ
ァ
ク
ト

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
形
成
」
と
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

的
な
考
え
方
に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら

は
エ
コ
シ
ス
テ
ム
的
な
考
え
方
よ
り

も
重
要
度
が
下
が
っ
て
お
り（
33
％
）、

成
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
企

業
も
12
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
重
要
な
の
だ
け

れ
ど
で
き
て
い
な
い
」
と
い
う
現
状

①新しい技術シーズ
の探索・獲得

②新しい事業機会
の探索・創出

③既存事業の強化

④知的財産の取得

⑤研究開発コスト
の削減

⑥研究開発スピード
の短縮

⑦研究開発リスク
の分散・縮小

⑧自社事業にとって
有力なコミュニティ
の形成

⑨デファクト
スタンダードの形成

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
％

30％
87％

21％
80％

30％
67％

18％
47％

12％
40％

22％
75％

14％
41％

16％
45％

12％
33％

重要性
成果

図表5  オープンイノベーションの重要性と成果
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が
あ
り
ま
す
。

次
に
、「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
障
害
の
有
無
と
成
果
」
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た

（
20
ペ
ー
ジ
図
表
６
）。
こ
の
表
の
網
掛
け
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
、
障
害
が
成
果
に
負
の
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
１
番
目
の
「
自
社
技
術
を
優
先
す
る
傾
向
が
あ
る
」
と

い
う
障
害
が
、「
新
し
い
事
業
機
会
の
探
索
・
創
出
」
で
成
果
が
上
が
ら
な
い
こ
と
の
原
因
に
な
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
２
番
目
の
「
人
材
」
の
問
題
が
、
か
な
り
重
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
後
の
議
論
で
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
記
憶
に
と
ど
め
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
成
功
し
て
い
る
企
業
の
事
例

で
は
、
成
果
が
出
て
い
る
企
業
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
事
例
研
究
を
行
い

ま
し
た
。「
自
社
事
業
に
と
っ
て
有
力
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
」
と
い
う
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
的
な
成
功

事
例
と
し
て
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
と
産
総
研
（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）
の
事
例
を
取
り
上
げ
ま
し

19 研究報告



図
表

6  O
Iに

関
す

る
障

害
の

有
無

と
成

果
　障害の有無

① 新しい技術シー

ズの探索・獲得

② 新しい事業機

会の探索・創出

③ 既存事業の 

強化

④ 知的財産の 

取得

⑤ 研究開発コスト

の削減

⑥ 研究開発 

スピードの短縮

⑦ 研究開発リス

クの分散・縮小

⑧ 自社事業にとっ

て有力なコミュ

ニティの形成

⑨ デファクトスタ

ンダードの形成

（参考）「①新しい

技術シーズの探

索・獲得」回答数

（
1）

自
社

技
術

を
優

先
す

る
傾

向
が

あ
る

あ
り

1.10
0.84

1.12
0.85

0.79
0.91

0.79
0.81

0.72
184

な
し

1.11
1.09

1.21
1.06

0.88
0.98

0.92
0.98

0.79
61

（
2）

 オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

の
人

材
が

 
社

内
で

不
足

し
て

い
る

あ
り

1.09
0.90

1.13
0.88

0.79
0.90

0.81
0.80

0.71
223

な
し

1.26
0.96

1.29
1.17

1.10
1.24

0.95
1.32

1.07
23

（
3）

 オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

の
予

算
が

 
取

り
に

く
い

あ
り

1.10
0.94

1.13
0.82

0.79
0.88

0.80
0.76

0.67
147

な
し

1.11
0.85

1.17
1.04

0.86
0.99

0.86
0.99

0.85
98

（
4）

自
社

で
開

発
す

る
以

上
に

コ
ス

ト
が

か
か

る
あ

り
1.12

0.94
1.03

0.86
0.78

0.90
0.80

0.77
0.72

106
な

し
1.11

0.89
1.22

0.95
0.85

0.95
0.84

0.90
0.76

139

（
5）

相
手

先
が

見
つ

か
ら

な
い

あ
り

1.07
0.84

1.11
0.83

0.75
0.87

0.78
0.82

0.71
181

な
し

1.23
1.08

1.25
1.12

1.02
1.13

0.96
0.94

0.85
65

（
6）

 交
渉

の
結

果
、

条
件

・
価

格
で

合
意

を
得

る
こ

と
が

 
難

し
い

あ
り

1.11
0.87

1.07
0.85

0.77
0.85

0.82
0.82

0.70
187

な
し

1.15
1.02

1.36
1.06

0.94
1.15

0.84
0.94

0.86
55

（
7）

 外
部

組
織

が
関

わ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
難

し
い

あ
り

1.10
0.90

1.15
0.91

0.85
0.93

0.84
0.85

0.74
213

な
し

1.26
0.97

1.06
0.92

0.63
0.93

0.74
0.86

0.74
31

（
8）

 自
社

技
術

や
事

業
戦

略
に

関
す

る
情

報
が

 
漏

え
い

す
る

リ
ス

ク
が

大
き

い
あ

り
1.13

0.91
1.13

0.88
0.79

0.91
0.80

0.83
0.70

184
な

し
1.07

0.87
1.19

0.98
0.90

1.00
0.93

0.91
0.87

61

（
9）

知
財

に
よ

る
自

社
技

術
保

護
が

不
十

分
あ

り
1.12

0.93
1.09

0.89
0.75

0.83
0.74

0.82
0.70

147
な

し
1.11

0.88
1.22

0.94
0.93

1.08
0.96

0.89
0.82

98

（
10）

 取
り

入
れ

た
技

術
が

う
ま

く
商

品
化

に
つ

な
が

ら
な

い
あ

り
1.11

0.88
1.10

0.88
0.77

0.89
0.81

0.80
0.69

209
な

し
1.21

1.14
1.43

1.07
1.13

1.20
0.93

1.14
1.04

34
（

参
考

）
各

目
的

の
成

果
ス

コ
ア

の
平

均
値

1.10
0.90

1.14
0.90

0.81
0.92

0.82
0.84

0.75
（

注
）

網
掛

け
の

部
分

は
障

害
が

成
果

に
負

の
影

響
あ

り

数
値

は
各

企
業

の
回

答
を

０
〜

３
点

で
数

値
化

し
た

平
均

値
意

図
し

た
成

果
が

見
ら

れ
な

い
…

０
点

、
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
成

果
を

挙
げ

て
い

る
…

１
点

、
成

果
を

挙
げ

て
い

る
…

２
点

、
十

分
な

成
果

を
挙

げ
て

い
る

…
３

点
と

し
て

算
出
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た
。
ま
た
、「
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
形
成
」
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｅ
と
日
立
の
事
例
を
取
り
上
げ

ま
す
。デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
ま
で
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
成
功
事
例
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ

一
つ
目
の
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
の
ケ
ー
ス
は
、「
オ
ー
プ
ン
・
シ
ェ
ア
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
全
体
の
考
え
方
で
す
。
上
流
の
研
究
部
門
か
ら
下

流
の
事
業
部
門
ま
で
一
気
通
貫
で
、
オ
ー
プ
ン
と
ク
ロ
ー
ズ
を
い
か
に
組
み
合
わ
せ
る
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
全
部
オ
ー
プ
ン
だ
と
収
益
化
で
き
な
い
わ
け
で
す
が
、
オ
ー
プ
ン
な
領
域
で
は
仲
間
づ
く
り

を
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
取
り
組
み
を
、
こ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
挙
げ
て
い
る
事
例
は
、
炭
素
繊
維
複
合
材
料
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
事
業
で
す
（
22
ペ
ー
ジ
図
表
７
）。

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
、
自
動
車
や
航
空
機
な
ど
の
部
材
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ

で
は
、
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
社
と
の
共
同
開
発
に
よ
っ
て
、
高
級
車
の
部
材
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
部
材
を
つ
く
る
前
の
段
階
で
す
。
実
は
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
、
か
な
り
複
雑
な
バ
リ
ュ
ー
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チ
ェ
ー
ン
と
い
う
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
出
来
上
が
る
も
の
な
の
で
す
。「
プ
レ
カ
ー
サ
ー

（
前
駆
物
質
）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
最
後
に
焼
き

入
れ
を
す
る
と
き
に
、
ど
う
し
て
も
高
度
な
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
で
、
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
だ
け
は
自
前
で
や
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
プ
ロ
セ
ス

で
は
Ｓ
Ｇ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
─
─
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
相
手
に
Ｃ
Ｆ

Ｒ
Ｐ
事
業
を
し
て
い
る
企
業
で
す
─
─
な
ど
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。「
中
間
基
材（
プ
リ
プ
レ
グ
）」

や
「
部
材
（
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
）
の
と
こ
ろ
で
も
仲
間

づ
く
り
を
し
て
、
横
に
も
広
が
る
よ
う
な
事
業
活
動

を
行
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

ランボルギーニ社との共同開発最終顧客（自動車メーカー）

オ
ー
プ
ン
領
域
で
の

仲
間
づ
く
り

チャンレンヂ、
Action

Composites等

TK、SK
ケミカル等

SGL
グループ

アクリルニトリル

炭素繊維複合材料（CFRP）事業のバリューチェーン

プレカーサー

炭素繊維

中間基材（プリプレグ）

部材（コンポジット）

図表7  三菱ケミカルHDのOSB
（バリューチェーンエコシステム）
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（注）TIA：産総研、物質・材料研究機構（NIMS）、筑波大学、高エネルギー加速器研究機構
（KEK）、東京大学の 5 研究機関と経団連とで運営する研究拠点

②
産
総
研
Ｔ
Ｉ
Ａ
（
注
）

二
つ
目
の
産
総
研
も
素
材
の
事
例
で
す（
図
表
８
）。
左
側
が
カ

ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ（
Ｃ
Ｎ
Ｔ
）、
右
側
が
シ
リ
コ
ン
カ
ー
バ
イ

ド
（
Ｓ
ｉ
Ｃ
）
で
す
。

Ｃ
Ｎ
Ｔ
は
画
期
的
な
素
材
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
ま
だ
実
用
化

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
製
造
コ
ス
ト
が
非
常
に
高
い
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
に
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
て
、
産
総
研
が
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
ス
法
」
と
呼
ば
れ

る
効
率
的
な
生
産
方
法
を
開
発
し
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
代
の
こ

と
で
す
。

今
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
技
術
を
日
本
ゼ
オ
ン
と
い
う
民
間
企
業

に
ラ
イ
セ
ン
ス
し
て
、
そ
こ
で
大
量
に
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
、
用
途

開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
用
途
開
発
を
行
っ
て
い
く
段
階
で
、

非
常
に
寛
容
的
な
Ｉ
Ｐ
（
知
財
）
方
針
を
取
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

素材

素材

電力
設備車家電

産業化の萌芽段階（CNT）
→素材コストのプロセス技術
→用途の拡大（寛容的なIP方針）
引用中心性大・市場と技術多角化度大
（技術的にも拡大）

産業化段階（SiC）
→基礎的な素材技術開発
→バリューチェーンの
　コーディネーション
引用中心性小・市場多角
化度大
（技術的深化の方向）

ウェハー

素子

機器

図表8  産総研TIA（公的研究機関の役割）
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産
総
研
と
の
共
同
で
な
く
て
も
い
い
、
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
で
広
げ
て
い
っ
た
の
が
、
こ
の
Ｃ
Ｎ
Ｔ

の
事
例
で
す
。

Ｓ
ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
ご
案
内
の
通
り
、
す
で
に
家
電
や
自
動
車
な
ど
で
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
ｉ
Ｃ
の
ケ
ー
ス
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
縦
方
向
の
展
開
で
す
。
素
材
が
あ
っ
て
、
ウ
ェ
ハ
ー
が

あ
っ
て
、
素
子
が
あ
っ
て
、
機
器
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
う
い
う
縦
方
向
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
産
総
研
が
や
っ
て
い
ま
す
。

横
（
水
平
）
方
向
、
縦
（
垂
直
）
方
向
に
分
野
を
広
げ
る
、
と
い
う
話
な
の
で
す
が
、
縦
方
向
は
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
な
り
ま
す
。
部
品
が
あ
っ
て
、
製
品
が
あ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
横
と
縦
の

両
方
で
、
産
総
研
と
い
う
公
的
研
究
機
関
が
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
得
る
、
と
い
う
点
は
注
目
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

③
Ｇ
Ｅ
と
日
立

次
に
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
事
例
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
Ｇ
Ｅ
が
提
唱
す
る
「P

redix

」

と
い
う
Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
見
て
い
き
ま
す
。
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彼
ら
は
、
既
存
の
事
業
ド
メ
イ
ン
と
し
て
、
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
、
風
力
発
電
、
鉄
道
、
医
療
機
器

な
ど
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
今
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
ご
と
に
、
例
え
ば
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン

ジ
ン
で
あ
れ
ば
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
と
こ
ろ
で
デ
ー
タ
を
取
っ
て
、
解
析
し
て
い
ま
し
た
。
ユ
ー
ザ

ー
で
あ
る
航
空
会
社
─
─
ア
リ
タ
リ
ア
航
空
の
事
例
が
有
名
で
す
─
─
に
対
し
て
、
航
空
計
画
を
状
況

に
よ
っ
て
レ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
燃
料
代
を
節
約
し
、
省
エ
ネ
運
転
を
可
能
に

し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
で
や
っ
て
い
た
仕
事
を
「
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
共
通
の
部
分
を
取
り
出
し
て
、
そ
れ
を
他
の
と
こ
ろ
で
使
っ
て
い
く
、
と
い
う

こ
と
を
始
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
機
械
学
習
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
な
ど
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
で
使
っ
て
い
た
も
の
を
他
の

と
こ
ろ
で
使
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
、

こ
れ
を
Ｉ
Ｉ
Ｃ
（Industrial Internet C

onsortium

）
に
広
げ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｉ
Ｃ
は
Ｇ
Ｅ
だ
け
で

や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
工
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
と
い
っ
た

分
野
で
は
、
Ｇ
Ｅ
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
て
、
半
分
ぐ
ら
い
の
企
業
がP

redix

を
使
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
日
立
も
「Lum

ada

」
と
い
う
Ｉ
ｏ
Ｔ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す（
図
表
９
）。
た
だ

し
、
日
立
の
や
り
方
は
Ｇ
Ｅ
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｅ
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
思
考
で
横
に
広
げ
て
い
く
と
い

う
や
り
方
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
立
は
顧
客
と
の
「
協
創
」、

一
緒
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
よ
う
な
や
り
方

を
し
て
い
ま
す
。
日
立
は
、
こ
れ
を
「N

E
X

P
E

R
IE

N
C

E

（
協
創
方
法
論
）」
と
呼
び
、
商
標
登
録
し
て
い
ま
す
。

顧
客
と
の
間
で
、
課
題
を
発
見
し
、
デ
ザ
イ
ン
し
、
実
行

し
て
、
検
証
す
る
。
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を

速
く
回
し
な
が
ら
、
顧
客
に
と
っ
て
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
つ

く
っ
て
い
く
、
と
い
う
も
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
デ
ザ
イ
ン
思

考
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
こ
で
つ
く
ら
れ
たV

erified 
S

olution
、
あ
る
程
度
確
立
し
た
方
法
論
を
、
ユ
ー
ス
ケ
ー

実行

デザイン検証

日立

課題
発見

顧客企業
コールセンターの受注率向上
倉庫業務の効率化
熟練者ノウハウのデジタル化
……

Verified
Solution

（ユースケース）Iteration
（デザイン思考）

NEXPERIENCE
（協創方法論） Lumada

蓄積

図表9  IoTプラットフォーム（日立）
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ス
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん
蓄
積
し
て
い
く
。Lum
ada

は
、
そ
れ
ら
を
蓄
積
す
る
箱
の
よ
う
な
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
日
立
は
「
日
本
的
」
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
横
に

広
げ
る
と
い
う
よ
り
は
、
お
客
さ
ん
と
の
間
で
価
値
を
つ
く
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
社
内
で
リ
ユ
ー
ス
し

て
い
く
よ
う
な
や
り
方
、
あ
る
い
は
デ
ー
タ
を
つ
な
い
で
い
く
コ
ネ
ク
タ
ー
の
役
割
、
そ
う
い
う
こ
と

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
違
い

こ
れ
ま
で
も
か
な
り
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
整
理

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
一
部
で
あ
り
、
エ
コ
シ
ス
テ

ム
は
も
っ
と
広
い
概
念
に
な
り
ま
す
。
こ
の
違
い
を
分
か
り
や
す
く
図
に
し
た
も
の
が
図
表
10
（
28
ペ

ー
ジ
）
で
す
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
中
国
語
で
「
平
台
」
と
い
い
ま
す
が
、
提
供
者
が
で
き
る
だ
け
平
ら
な
台

を
用
意
し
て
、
そ
の
上
に
利
用
者
が
乗
っ
か
っ
て
く
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
で
す
か
ら
、
提
供
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者
と
利
用
者
が
明
確
に
分
か
れ
て
い
る
、
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
少
し
異
な
っ
て
い
て
、
例
え
ば
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
か
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
間
で
連
携

す
る
、
オ
ー
プ
ン
・
シ
ェ
ア
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
形
が
取
ら

れ
て
い
ま
す
。
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
の
事
例
で
、
炭
素
繊
維

複
合
材
料
の
部
材
を
つ
く
る
プ
ロ
セ
ス
で
、
一
つ
だ
け
は
自

社
で
行
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
以
外
は
全
て
仲
間
を
つ

く
っ
て
や
っ
て
い
る
、
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
プ
ロ
セ
ス

の
な
か
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
補
完
業
者
あ
る
い
は
水

平
的
な
補
完
業
者
が
関
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
両
方
を
一
緒
に
や
る
こ
と
は
、
実
は
難
し
い
の

で
す
。「
両
者
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
」（
図
表
11
）
と
い

う
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
左
下
に
「
自
前
モ
デ
ル
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
か
ら
上
の
ほ
う
に
垂
直
に
展
開
す
る
か
、
あ
る

図表10 プラットフォームとエコシステムについてのまとめ

エコシステム

サプライチェーン補完業者

顧客 顧客

プラットフォーム提供者

プラットフォーム

水平的補完業者
プラットフォーム利用者
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い
は
右
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
水
平
に
展
開
す
る
。
こ
れ
が
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

で
は
、
上
と
右
の
違
い
は
何
か
。
上
の
ほ
う
は
、「
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
協
創
」
で
す
か
ら
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て

い
く
や
り
方
で
、
日
本
的
な
や
り
方
と
も
い
え
ま
す
。
一
方
、

右
の
ほ
う
は
、
水
平
展
開
、
ス
ケ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ

ー
ヤ
ー
が
乗
っ
て
く
る
。
乗
っ
て
く
れ
ば
く
る
ほ
ど
価
値
が

上
が
っ
て
い
く
。
そ
の
代
わ
り
、
台
は
平
ら
で
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
平
ら
で
な
け
れ
ば
乗
っ
て
こ
ら
れ
な
い
。
グ
ー

グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
こ
の
や
り
方
で
す
。

上
側
は
、
相
手
と
緊
密
に
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
に
価
値

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
く
っ
て
い
く

と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
小
さ
い
と
こ
ろ
か
ら

図表11  両者のトレードオフの関係

エコシステム
形成

自前モデル
プラット
フォーム
戦略

水平展開・スケーラビリティ

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
創

IoTの進展による
フロンティア拡大

コンソーシアム
デファクト標準

サプライチェーン協力
財、サービス統合
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始
め
て
、
同
じ
人
た
ち
の
間
で
、
ど
ん
ど
ん
価
値
を
膨
ら
ま
せ
て
い
く
。
こ
れ
は
逆
に
平
ら
だ
と
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
価
値
が
小
さ
く
な
り
ま
す
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
作
り
込
み
」
に
な
り
ま
す
。

ス
ケ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
個
別
対
応
は
な
る
べ
く
や
ら
な
い
、
と
い
う
ふ
う
に
な

る
わ
け
で
す
が
、
上
の
ほ
う
に
行
く
た
め
に
は
個
別
対
応
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
こ
の
二
つ
は

ど
う
し
て
も
両
立
し
に
く
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
右
上
は
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
展
に
よ
る
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
拡
大
」
と
し
て
い
ま
す
。
少
し
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
話
で
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
る
世
界
で
す
か
ら
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
デ

ー
タ
が
取
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、「
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
い
ま
す
が
、
デ
ー
タ
を
取

り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
に
個
別
に
対
応
で
き
る
し
、
一
方
で
ス
ケ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
を
持
た

せ
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
は
、
上
に
行
く
か
、
右
に
行
く
か
、
と
い
う
選
択
肢
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
展
に
よ
っ
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
右
上
に
広
が
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
世
界
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
製
造
業
で
あ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
れ
、
全
て
の
産
業
・

企
業
に
お
い
て
、
こ
の
動
き
を
い
か
に
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
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企
業
経
営
戦
略
と
政
策
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

こ
こ
ま
で
が
今
回
の
研
究
成
果
な
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
い
く
つ
か
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
示
唆
）

が
出
て
き
ま
す
。

ま
ず
、
企
業
系
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
で
は
、今
、第
４
次
産
業
革
命
と
かS

ociety 
5.0

と
か
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、Ｉ
ｏ
Ｔ
が
進
展
す
る
な
か
で
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
キ
ー
ス
ト
ー

ン
的
な
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
き
に
、
大
き
く
二
つ
の
方
向
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

一
つ
は
、
Ｂ
to
Ｃ
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
最
終
消
費
者
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
水
平
的
ビ
ジ
ネ
ス
ア
グ
リ

ゲ
ー
タ
ー
と
い
い
ま
す
か
、
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
、
社
会
の
変
化
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
Ｂ
to
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
特
に
素
材
や
部
材
な
ど
の
分
野
で
は
、
こ
れ
は
か
な
り
サ

イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
な
の
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
深
さ
も
深
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
垂
直
的
技
術
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
う
ま
く
や
っ
て
き
て
い
る
の
が

産
総
研
の
Ｔ
Ｉ
Ａ
の
事
例
で
す
。
ど
ち
ら
を
意
識
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
、
企
業

31 研究報告



の
経
営
戦
略
的
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
、
政
策
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
で
い
い
ま
す
と
、「
仲
間
づ
く

り
」
と
い
う
の
は
、
企
業
が
や
り
に
く
い
分
野
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
分
野
で
、
公
的
研
究

機
関
が
企
業
間
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
ニ
ッ
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
増
や
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
話
も
出
て
き
ま
す
が
、

ハ
イ
テ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
取
り
に
行
く
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
な
か
で
た
く
さ
ん

生
ま
れ
る
よ
う
な
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
も
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
く
う
え
で
重
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
大
学
で
す
が
、
技
術
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
的
な
、
ハ
イ
テ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
も
っ
と
前
の

ス
テ
ー
ジ
の
よ
う
な
役
割
が
、
産
学
連
携
の
な
か
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、
企
業
は
競
争
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
し
て
も
コ
ン
ペ
テ
ィ
テ
ィ
ブ
な
分
野
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
に
、
大
学
と
い
う
第

三
者
的
な
場
所
を
使
っ
て
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
役
割
が
大
学
に
は
あ
る
と
考
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え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
標
準
化
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
進
化
し
て
い
っ
て
、
標
準
化
さ
れ

る
と
、
経
済
全
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
ま
す
。
日
本
の
産
業
競
争
力
を
強
化

す
る
観
点
か
ら
、
標
準
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

最
後
に
、
先
ほ
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
と
こ
ろ
で
触
れ
ま
し
た
が
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
の
う
え
で

人
材
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
が
課
題
で
す
。
私
も
大
学
に
籍
を
置
い
て
い
ま
す
が
、

大
学
で
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
普
段
行
っ
て
い
る
学
部
や
大
学
院

の
教
育
で
は
難
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
や
は
り
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
が
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、「
ワ
イ
ド
レ
ン
ズ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
周
り
を
広
く
見

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
一
つ
の
企
業
の
な
か
で
は
な
く
、
多
様
な
人
が
入
っ
た
社
会
人
教
育
の

場
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
「
場
」
の
一
つ
と
し
て
大
学
も
入
っ
て
く
る
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

東
日
本
旅
客
鉄
道
執
行
役
員
・
総
合
企
画
本
部
技
術
企
画
部
長
・

Ｊ
Ｒ
東
日
本
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
所
長

横
山　
　

淳

ス
ク
ラ
ム
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
創
業
者
・
ゼ
ネ
ラ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

宮
田　

拓
弥

【
モ
デ
レ
ー
タ
】

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹

元
橋　

一
之

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
委
員
／

東
京
理
科
大
学
大
学
院
教
授

田
中　

芳
夫

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
委
員
／

富
士
通
総
研
・
経
済
研
究
所
上
席
主
任
研
究
員

西
尾　

好
司

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

コマ
ツ
取
締
役

髙
村　

藤
寿



元
橋　

そ
れ
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
コ
マ
ツ
の
髙
村
さ
ん
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
横
山
さ
ん
か
ら
、
日
本
の
強
み
を
活
か
し
た
エ
コ
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。
私
と
し
て
は
世
界
に
誇
れ
る
代
表
的

な
事
例
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、
ス
ク
ラ
ム
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
宮
田
さ
ん
か
ら
、
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
で
、
東
京
理
科
大
学
の
田
中
委
員
、
富
士
通
総
研
・
経

済
研
究
所
の
西
尾
委
員
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
マ
ツ
の
目
指
す
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

髙
村　

コ
マ
ツ
と
い
う
会
社
は
典
型
的
な
モ
ノ
づ
く
り
の
会
社
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
そ
れ
だ

け
で
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
型
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
技
術
的
に
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
大
事
だ
と
考
え
て

い
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
戦
略
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
事
例
と
し
て
、
特
に
「
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
て
い
ま
し
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て
、
今
日
は
、
そ
こ
を
中
心
に
お
話
し
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

最
初
に
少
し
だ
け
コ
マ
ツ
と
い
う
企
業
の
紹
介
を
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
コ
マ
ツ
の
売
り
上
げ
は
年
間
約
２
兆

円
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
９
割
近
く
を
建
設
機
械
、
鉱

山
機
械
が
占
め
て
い
ま
す
。
日
本
発
の
企
業
な
の
で
、

マ
ザ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
日
本
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

日
本
で
の
売
り
上
げ
は
２
割
程
度
で
、
残
り
は
世
界
中

で
売
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

創
業
し
て
95
年
の
会
社
で
す
が
、
２
０
０
０
年
以
降
、

こ
こ
15
年
ぐ
ら
い
は
建
設
機
械
、
鉱
山
機
械
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
絞
っ
て
い
ま
し
て
、
売
り
上
げ
も
約
２
倍
に
増
え

た
の
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
だ
ん

だ
ん
変
え
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
当
社
の

髙村取締役
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商
品
は
、
世
界
中
、
特
に
辺
鄙
な
所
で
、
か
な
り
厳
し
い
使
わ
れ
方
を
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
鉱
山
は
砂
漠
に
あ
り
ま
す
し
、
チ
リ
の
鉱
山
は
か
な
り
標
高
の
高
い
所
に
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は

シ
ベ
リ
ア
の
よ
う
な
極
寒
地
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
典
型
的
な
Ｂ
to
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
会
社
で
す
。

創
業
か
ら
95
年
経
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
創
業
者
（
竹
内
明
太
郎
）
の
精
神
を
持
っ
て
い
る
つ

も
り
で
す
。「
創
業
の
精
神
」
は
今
で
も
か
な
り
通
用
す
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に「
コ

マ
ツ
ウ
ェ
イ
」
と
い
う
価
値
観
を
全
社
で
共
有
し
て
い
ま
す
。
１
．コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
、

２
．モ
ノ
作
り
競
争
力
の
強
化
、
３
．真
の
顧
客
視
点
へ
の
意
識
改
革
（
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の

三
つ
の
柱
が
あ
り
、
開
発
、
生
産
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
部
門
に
か
か
わ
ら
ず
全
社
員
が
こ
の
価

値
観
を
共
有
し
て
い
こ
う
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

モ
ノ
づ
く
り
か
ら
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
へ

髙
村　

で
は
、
当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
成
長
戦
略
に
は
三
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
１
番
目
は
、
や
は
り
モ
ノ
づ
く
り
の
会
社
な
の
で
、
私
た
ち
は
「
ダ
ン
ト

ツ
商
品
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
非
常
に
強
い
商
品
を
つ
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
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た
だ
し
、
商
品
だ
け
で
は
意
味
が
な
く
て
、
性
能
を
フ
ル
に
発
揮
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
に
は
次
に
サ

ー
ビ
ス
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
「
ダ
ン
ト
ツ
サ
ー
ビ
ス
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
の
「K

O
M

TR
A

X

」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
。

車
両
が
ど
こ
に
あ
っ
て
、
ど
う
動
い
て
い
る
か
を
見
な
が
ら
、
お
客
様
に
当
社
の
車
両
を
フ
ル
に
使
っ

て
い
た
だ
く
、
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
とK

O
M

TR
A

X

と
い
う
シ
ス
テ
ム
は「
Ｍ
to

Ｍ
」
と
い
う
こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
三
つ
目
の
フ
ェ
ー
ズ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
現
場
で
動
い
て
い
る
の
は
当
社
の
車

両
だ
け
で
な
く
、
他
社
の
車
両
も
動
い
て
い
ま
す
し
、
前
工
程
も
後
工
程
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
お

客
様
が
取
り
組
ん
で
い
る
仕
事
全
体
を
見
え
る
よ
う
に
し
て
、
効
率
を
上
げ
る
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
ダ
ン
ト
ツ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ん
で
、
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
事
例
の
一
つ
と
し
て
「
Ａ
Ｈ
Ｓ
（A

utonom
ous H

aulage S
ystem

）」

と
い
う
無
人
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
が
今
日
、
お
話
し
す

る
建
設
機
械
の
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

生
産
の
現
場
か
ら
代
理
店
、
そ
し
て
顧
客
ま
で
、
全
て
が
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
世
界
を
つ
く
り
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上
げ
、
そ
の
な
か
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
い
き
た
い
、

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
番
上
に
来
る
の
は
、
や
は

り
お
客
様
と
の
接
点
で
あ
る
、
無
人
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
や
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
（
図
表
12
）。

ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で 

建
設
現
場
の
課
題
を
解
決

髙
村　

当
社
は
無
人
ト
ラ
ッ
ク
の
量
産
を
始
め
て
、
も

う
７
〜
８
年
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
私
た
ち
に

と
っ
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
化
の
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
自
体
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
で
、
自
前
の
技
術
で
製
造
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、

こ
こ
に
制
御
技
術
や
セ
ン
サ
ー
を
入
れ
た
り
、
衛
星
で

図表12  つながるIoTの世界

スマートコンストラクション AHS
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位
置
を
捕
捉
し
た
り
と
い
っ
た
技
術
は
、
米
国
の
会
社
か
ら
Ｍ
＆
Ａ
や
共
同
開
発
の
形
で
導
入
し
た
も

の
で
す
。
鉱
山
機
械
は
、
か
な
り
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
世
界
で
、
お
客
様
も
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
や
り
や

す
か
っ
た
と
い
う
面
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
無
人
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。今

は
、
も
う
少
し
広
い
分
野
で
、
土
木
工
事
な
ど
に
使
わ
れ
る
建
設
機
械
で
同
じ
こ
と
が
で
き
な
い

か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
背
景
と
し
て
、

当
社
の
マ
ザ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
日
本
の
建
設
業
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
、
と
い

う
認
識
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
と
い
っ
て
も
日
本
は
少
子
高
齢
化
で
、
建
設
業
に
お
い
て
も

労
働
力
不
足
が
一
番
の
課
題
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
当
社
の
機
械
を
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
顧
客

の
９
割
以
上
が
、
年
商
６
億
円
以
下
、
社
員
数
十
人
以
下
の
中
小
企
業
で
す
。
そ
う
し
た
所
は
、
な
か

な
か
効
率
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ

と
が
多
い
の
な
ら
、
私
た
ち
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

日
本
の
土
木
工
事
の
現
状
は
、
多
く
の
場
合
、
ま
ず
、
２
次
元
の
図
面
か
ら
人
手
を
か
け
て
測
量
し
、

目
印
を
つ
け
、
糸
を
張
る
「
丁
張
り
」
と
い
う
作
業
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
熟
練
し
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た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
機
械
を
使
っ
て
、
何
度
も
や
り
直
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
精
度
を
上
げ
て
い
っ
て
、

整
形
し
て
い
く
、
と
い
う
の
が
一
般
的
で
す
。
作
業
に
は
当
然
、
危
険
が
伴
い
ま
す
し
、
熟
練
し
た
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
も
不
足
し
て
い
る
の
で
、
工
期
が
見
え
に
く
い
、
全
体
の
管
理
が
難
し
い
、
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
当
社
で
は
半
自
動
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
半
自
動
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
、
以
前
か
ら
提
供

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
も
っ
と
活
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま
し
た（
図
表
13
）。
測
量
デ

ー
タ
を
全
て
３
次
元
化
し
て
、
賢
い
機
械
が
動
け
ば
、
も
っ
と
早
く
、
正
確
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
施
工
の
部
分
で
機
械
を
提
供
す
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
、
前
工
程
の
測
量
や
、
図
面
の
３
次
元
化
、
あ
る
い
は
施
工
計
画
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
効
率
化
を
図
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
写
真
（
44
ペ
ー
ジ
図
表
14
）
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
昨
年
の
夏

に
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
開
催
さ
れ
た
マ
イ
ニ
ン
グ
機
械
の
展
示
会
「
マ
イ
ン
エ
キ
ス
ポ
」
に
展
示
し
た
当
社
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図
表

13  ス
マ

ー
ト

コ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン（
日

本
：

2015年
2月

～
）

コ
マ

ツ
の

従
来

の
取

り
組

み
コ

マ
ツ

の
新

た
な

取
り

組
み
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の
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
で
す
。
一
緒
に
写
っ
て
い
る
人
間
と
比
較
し
て
い
た

だ
く
と
大
き
さ
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
タ
イ
ヤ
の
直
径
が
約
４
メ
ー

ト
ル
あ
る
、
世
界
最
大
級
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
で
す
。
実
は
、
一
番
大
き

な
特
徴
は
運
転
席
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
い
な

く
て
も
自
由
に
動
か
せ
ま
す
。

こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
を
実
際
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
お
客

様
か
ら
「
う
ち
の
現
場
で
は
、
こ
こ
を
変
え
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
頂
戴
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ハ
ー
ド

も
大
事
、
コ
ン
セ
プ
ト
も
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
し
て
、
こ
う
し
た
こ
と

を
や
り
な
が
ら
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
×
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
×
Ａ
Ｉ
」
で
実
現
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

横
山　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
こ
れ
か
ら
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
×
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
×
Ａ
Ｉ
」
を
活
用
し
て
、
日
本
の
モ

図表14
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ビ
リ
テ
ィ
、
鉄
道
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
え
て
い
く
、

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
昨
年
11
月
に
、
技
術
革
新
中

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
日
は
、
そ
の
内

容
を
中
心
に
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
か
、と

い
う
こ
と
で
す
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
は
、
私
た
ち
鉄
道
業
に
と
っ
て
も
大
き
な

問
題
と
な
り
ま
す
。
日
本
の
鉄
道
に
は
約
１
４
０
年
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。特
に
、
戦
後
の
人
口
増
加
と
と
も

に
高
度
成
長
を
遂
げ
た
日
本
経
済
を
、
鉄
道
の
輸
送
力

が
下
支
え
し
て
き
た
と
い
う
自
負
心
は
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、人
口
増
が
ピ
ー
ク
を
打
っ
て
、こ
れ
か
ら

急
速
に
減
っ
て
い
く
と
、
も
ち
ろ
ん
お
客
様
も
減
っ
て

い
き
ま
す
し
、
人
材
不
足
の
問
題
も
出
て
き
ま
す
。

横山執行役員

45 パネルディスカッション



ま
た
、
日
本
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
人
の
輸
送
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
自
動
車
は
非
常
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
自
動
運
転
、
あ
る
い
は
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
、
非
常
に
便
利
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
に
お
い
て
も
、
今
ま
で
は
車
と
鉄
道
は
棲
み
分
け
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
車
が
公
共

交
通
の
分
野
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
鉄
道
も
、
今
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
続
け
て
い
く
だ
け
は
ダ
メ
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
鉄
道
業
も
海
外
に
進
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
今
、
イ
ン
ド
で
高
速
鉄

道
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
観
点
も
視
野
に

入
れ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
Ａ
Ｉ
の
進
展
は
、
非
常
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
最
近
は
「
第
４
次
産
業
革
命
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
鉄
道
は
第
１
次
産
業
革
命

の
代
表
選
手
で
す
。
19
世
紀
に
蒸
気
機
関
が
実
用
化
さ
れ
て
、
蒸
気
機
関
車
が
誕
生
し
、
電
気
鉄
道
が

発
明
さ
れ
、
50
年
前
に
は
新
幹
線
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
鉄
道
も
進
化
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
第
４

次
産
業
革
命
の
な
か
で
、
ま
た
新
し
い
鉄
道
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い

ま
す
。
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日
本
の
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
鉄
道
が
変
え
て
い
く

横
山　

昨
年
11
月
に
発
表
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
「
技
術
革
新
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
メ
イ
ン
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、「
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
等
に
よ
っ
て
、〝
モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
〟
を
実
現
す
る
」
と
い

う
も
の
で
す
。
あ
え
て
「
鉄
道
」
と
書
か
な
か
っ
た
の
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
鉄
道
が
中
心
に

な
っ
て
革
命
を
起
こ
し
た
い
、
と
い
う
思
い
を
込
め
た
つ
も
り
で
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
１
．安
心
・
安
全
、
２
．サ
ー
ビ
ス
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
３
．オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
＆

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
４
．エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
と
い
う
４
つ
の
分
野
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
に
ご
説

明
し
ま
す
。

私
た
ち
輸
送
業
に
と
っ
て
、
当
然
、「
安
全
・
安
心
」
は
常
に
ト
ッ
プ
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
な
の
で
す
が
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て「
セ
ン
シ
ン
グ
」
が
か
な
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
48

ペ
ー
ジ
図
表
15
）。
例
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
の
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
、
劣
化
な
ど
を
把
握

し
、
安
全
性
を
高
め
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沿
線
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
落
石
な
ど
の
自
然
災
害
を
迅
速
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
危
険
を
予
測
し
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
」
で
す
。
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２
番
目
の「
サ
ー
ビ
ス
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

（
図
表
16
）
は
、
４
つ
の
分
野
の
本
命
と
い
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。
お
客
様
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供

を
行
っ
た
り
、
効
率
的
な
運
行
管
理
を
行
っ
た

り
し
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
「D

oor 
to D

oor

」
の
移
動
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
鉄
道
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
で
は
、
駅
か
ら
駅
ま
で
ダ
イ
ヤ
通
り
に
走

ら
せ
る
こ
と
が
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
だ
と
考
え
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
客
様
か
ら
す
る
と
、

「
移
動
の
途
中
で
た
ま
た
ま
便
利
だ
か
ら
鉄
道

に
乗
っ
て
い
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
わ
け

で
す
。

図表15  未来の技術予測例（安全・安心）

ビッグデータ分析による
リスクの抽出

ITS・ロボットを活用した
踏切・ホームの安全性向上

センサ等を活用した災害等の
迅速な把握

ロボットなどによる
セキュリティ向上危険を予測し

リスクを最小化する
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例
え
ば
、
東
京
─
仙
台
間
は
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
新
幹
線
を
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す

が
、
お
客
様
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ

く
と
、「
東
京
駅
ま
で
荷
物
を
持
っ
て
い
く
の
が

大
変
だ
っ
た
」
と
か
、「
仙
台
駅
か
ら
の
２
次
交

通
が
貧
弱
で
苦
労
し
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
声
に
対
し
、
今
ま
で
私
た
ち

は
「
そ
れ
は
鉄
道
会
社
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
答
え
て
き
た
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
顧
客
目
線
、
あ
る
い
は
先
ほ
ど
元

橋
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
デ
ザ
イ
ン
思
考

の
観
点
か
ら
見
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
陳

腐
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し 

ょ
う
か
。
そ
こ
で
、「
お
客
様
はD

oor to D
oor

図表16  未来の技術予測例（サービス＆マーケティング）

Door to Door の移動と
“Now, Here, Me”
の情報提供

移動支援ロボット AI を活用したインテリジェントな
次世代新幹線

お客さまの移動需要に
応じた臨機応変な

列車運行

お客さまへ
“N

今だけ

ow, H
ここだけ

ere, M
私だけ

e”
の価値を提供する
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の
シ
ー
ム
レ
ス
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
い
る
」
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
、
例
え
ば
、
駅
に
行
く
と
き
に

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
荷
物
を
持
っ
て
い
く
、
あ
る
い
は
、
私
た
ち
１
社
で
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
駅

か
ら
降
り
て
目
的
地
ま
で
行
く
場
合
に
、「
こ
の
新
幹
線
に
は
○
○
温
泉
に
行
く
お
客
様
が
何
人
い
る
」

と
い
う
こ
と
を
把
握
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
２
次
交
通
を
用
意
し
て
お
く
、
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
移
動
需
要
に
応
じ
た
臨
機
応
変
な
列
車
運
行
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
例
え
ば
、
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
て
列
車
が
遅
れ
た
た
め
に
、
最
終
電
車
が
非
常
に
混
ん
で
し
ま
っ
て
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
、
と

い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
で
し
た
ら
、
ダ
イ
ヤ
通
り
な
の
で
終
電
に
な
っ
た
ら
当
然
、

仕
事
も
終
わ
り
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
お
客
様
の
需
要
に
合
わ
せ
て
臨
時
列
車
を
発
車
さ
せ
る
。
あ
る

い
は
逆
に
、
昼
間
の
あ
ま
り
混
ん
で
い
な
い
列
車
の
数
を
減
ら
す
、
と
い
っ
た
臨
機
応
変
な
列
車
運
行

を
行
っ
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
意
義
な
「
移
動
空
間
」
を
提
供
す
る
「
次
世
代
新
幹
線
」

横
山　

具
体
的
な
例
の
一
つ
と
し
て
「
次
世
代
新
幹
線
」
が
あ
り
ま
す
。
新
幹
線
は
約
50
年
の
歴
史
が
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あ
る
の
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
２
０
３
０
年
に
東
京
─
札
幌
間
の
運
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

仮
に
、
時
速
３
６
０
キ
ロ
運
転
で
も
東
京
─
札
幌
間
は
５
時
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
飛
行
機
と
の
競
争

を
考
え
る
と
「
４
時
間
の
壁
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
５
時
間
を
超
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
飛
行
機

が
有
利
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

例
え
ば
、
東
京
─
福
岡
間
は
新
幹
線
で
約
５
時
間
強
か
か
る
の
で
す
が
、
お
客
様
の
シ
ェ
ア
は
、
新

幹
線
１
に
対
し
て
飛
行
機
が
９
に
な
り
ま
す
。
東
京
─
札
幌
間
は
、
飛
行
機
の
場
合
、
乗
っ
て
い
る
時

間
は
１
時
間
半
ぐ
ら
い
な
の
で
す
が
、
手
荷
物
検
査
な
ど
が
あ
る
た
め
、
全
体
で
４
時
間
ぐ
ら
い
か
か

り
ま
す
。
一
方
、
新
幹
線
の
場
合
、
５
時
間
ぐ
ら
い
と
し
て
も
、
細
切
れ
で
な
く
、
ま
と
ま
っ
た
時
間

が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
ま
と
ま
っ
た
時
間
を
有
意
義
で
価
値
の
あ
る
時
間

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
観
光
客
、
家
族
連
れ
な
ど
、
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
「
移
動
空
間
」
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
、
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
客
様
へ
の
情
報
提
供
と
い
う
こ
と
で
は
、
今
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ア
プ
リ
」
と
い
う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

向
け
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
山
手
線
で
、
今
、
何
両
目
が
ど
の
く

ら
い
混
ん
で
い
る
の
か
、
車
内
の
温
度
が
ど
の
く
ら
い
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
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こ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
夏
の
空
調
を
賢
く
制
御
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様

が
た
く
さ
ん
乗
っ
て
い
る
と
車
内
の
温
度
が
上
が
っ
て
暑
く
な
る
の
で
、
当
然
、
冷
や
す
の
で
す
が
、

暑
く
な
っ
て
か
ら
冷
や
す
の
で
は
遅
い
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
新
宿
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が
乗
っ

て
く
る
の
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
、二
つ
手
前
の
原
宿
か
ら
空
調
を
強
め
る
、と
い
っ
た
こ
と
が
で
き
ま
す
。

将
来
的
に
は
Ａ
Ｉ
で
列
車
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る

横
山　

３
番
目
が
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
＆
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
で
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
当

社
の
場
合
、
約
１
兆
５
０
０
０
億
円
の
経
費
の
う
ち
、
５
分
の
１
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
経
費
で
す
。
こ
れ

を
賢
く
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
費
を
節
減
し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
を
高
め
た
い
、
と
考
え
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
「
Ｔ
Ｂ
Ｍ
（Tim

e B
ased M

aintenance

）
か
ら
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（C

ondition B
ased 

M
aintenance

）
へ
」
で
す
。
現
在
、「
ス
マ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
活
用
し
、
車
両
、
地
上
設
備
、
電
気
関
係
の
機
器
な
ど
に
つ
い
て
、
劣
化
状
況
を
常
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
な
が
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

電
車
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、Ｉ
ｏ
Ｔ
で
見
え
る
化
し
な
が
ら
、将
来
的
に
は
Ａ
Ｉ
を
使
っ
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て
最
適
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
、「
指
令
室
」
と
い
う
所
で
、
今
、
電
車
に
ど
の
く
ら
い

お
客
様
が
乗
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
く
ら
い
遅
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
列
車
が
運
転
を
見
合
わ
せ
た
場
合
、
ど
こ
に
ど
の
列

車
が
止
ま
っ
て
い
て
、
ど
の
く
ら
い
遅
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
把

握
で
き
ま
す
。

で
は
、
ど
う
や
っ
て
ダ
イ
ヤ
を
回
復
す
る
の
か
と
い
う
と
、
現
在
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
指
令
員
が
経
験

に
基
づ
い
て
優
先
順
位
を
つ
け
、
判
断
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
見
え
る
化
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
状
況
で
最
適
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て

や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
の
混
雑
状
況
はS

uica
な
ど
の
デ
ー
タ
で
把
握
で
き
ま
す
の
で
、
駅
が
パ
ン
ク
し
な
い
よ

う
に
、
こ
ち
ら
も
最
適
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

４
番
目
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
当
社
は
発
電
所
を
持
っ
て
い
て
、
電
力
を

つ
く
っ
て
、
送
電
し
て
、
使
用
す
る
と
こ
ろ
ま
で
自
前
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
賢
く
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
こ
と
で
、
電
力
の
消
費
量
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
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「
自
前
主
義
」
か
ら
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ

横
山　

こ
う
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
き
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
考
え
て
い
ま
す
。

一
つ
は
「
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」
で
す
。
当
社
の
場
合
、
お
客
様
の
デ

ー
タ
、
設
備
の
デ
ー
タ
な
ど
、
列
車
運
行
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ク
ラ
ウ
ド
で
一
元
管
理
し
て
、
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
変
革
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
仮
称
）」
の
設
立
で
、
こ
れ
は
、「
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
鉄
道
あ
る
い
は
モ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
な
か
な
か
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
を
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
実
現
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
ぐ
ら
い
に
は
具
体
的
な
発
表
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
デ
ー
タ

と
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
て
、
多
様
な
方
々
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を
行
う
、
と

い
っ
た
こ
と
を
中
心
に
や
っ
て
い
き
ま
す
。

54



当
社
の
場
合
、
大
き
な
イ
ン
フ
ラ
を
持
っ
て
、
毎
日
、
列
車
を
動
か
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
皆

さ
ん
の
社
会
生
活
を
支
え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
行
い
な
が
ら
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
鉄
時
代
か
ら
技
術
は
「
自
前
主
義
」
で
や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う

い
う
時
代
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
素
早
く
実
現
で
き
る
エ
コ
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
り
な
が
ら
、
鉄
道
が
中
心
と
な
っ
て
日
本
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
変
革
し
た
い
、
と
考
え
て
い
ま

す
。シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
在

宮
田　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
本
日
、

米
国
よ
り
参
り
ま
し
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
新
鮮
な
お
話
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

簡
単
に
自
己
紹
介
し
ま
す
と
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
経
営
者
を
し
て
い
た
の
で
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
側

の
立
場
で
し
た
。
そ
の
会
社
を
売
却
し
た
後
、
今
は
投
資
家
を
し
て
い
ま
す
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

Fintech

、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
そ
れ
か
ら
横
山
さ
ん
か
ら
お
話
し
い
た
だ
い
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
ま
さ
に
私
の
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中
心
テ
ー
マ
で
、
自
動
運
転
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
に

も
投
資
を
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
皆
さ
ん
も
目
に
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
」
が
次
々
に
出
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
的
な
動
き
で
、
日
本
で
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
Ｃ
Ｖ
Ｃ
（C

orporate 
V

enture C
apital

：
企
業
所
有
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
）
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
30
社
の
中
に
は
、
グ

ー
グ
ル
や
イ
ン
テ
ル
の
よ
う
な
テ
ッ
ク
系
の
企
業
以
外

に
も
、
化
学
薬
品
メ
ー
カ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
が
ど
ん
ど
ん
Ｃ
Ｖ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
る
、
と

い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
数
字
に
も
表
れ
て
い
て
、
Ｖ
Ｃ
投
資
額
は

年
々
増
加
し
、
昨
年
１
年
間
で
約
13
兆
円
ま
で
い
き
ま

宮田氏
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し
た
。
そ
の
う
ち
の
３
分
の
１
が
、
私
た
ち
の
よ
う
な
専
業
で
は
な
く
、
大
企
業
に
よ
る
Ｃ
Ｖ
Ｃ
で
す
。

金
額
と
し
て
も
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
数
字
で
す

が
、
10
年
前
と
比
較
す
る
と
お
よ
そ
２
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
１
７
６
社
が
Ｃ
Ｖ
Ｃ
を
持
っ
て

い
て
、
私
た
ち
は
月
に
１
〜
２
社
に
投
資
を
し
て
い
ま
す
が
、
企
業
の
Ｃ
Ｖ
Ｃ
と
共
同
で
投
資
す
る
ケ

ー
ス
が
、
か
な
り
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

米
国
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例

宮
田　

で
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
事
例
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
と

は
い
え
、
私
は
研
究
者
で
は
な
い
の
で
、
ま
と
ま
っ
た
話
を
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
面
白
い
も
の
、
ト

ピ
ッ
ク
的
な
も
の
を
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
六
つ
に
分
類
し
て
お
話
し
し
て
い

き
ま
す
。

①W
eb C

om
m

unity

一
つ
目
は
、「
ウ
ェ
ブ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。一
番
シ
ン
プ
ル
な
形
で
、
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す
ぐ
に
で
も
で
き
る
の
だ
け
れ
ど
、
意
外
と
で
き
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

よ
く
成
功
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
Ｐ
＆
Ｇ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
自
前
主
義
で
研
究
開

発
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
と
き
、「
こ
う
い
う
テ
ー
マ
で
、
こ
う
い
う
研
究
を
や
っ
て
い
ま

す
」
と
い
う
こ
と
を
全
て
ウ
ェ
ブ
上
に
公
開
し
ま
し
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
提
案
が
約
３
０
０
０
件
も
来
て
、
そ
の
な
か
か
ら
４
０
０
０
億
円
規
模
の
新
規
売
り
上
げ
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
夢
の
よ
う
な
話
で
す
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
使
う
だ
け
で
そ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
事
例
で
す
。

②
Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

pplication P
rogram

m
ing Interface

）

二
つ
目
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
業
界
で
は
一
般
的
な
も
の
で
、
こ
こ
で
は
グ
ー
グ
ル

と
ウ
ー
バ
ー
（U

ber

）
の
例
を
取
り
上
げ
ま
す
。
グ
ー
グ
ル
と
ウ
ー
バ
ー
が
提
携
を
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
グ
ー
グ
ル
が
、
ウ
ー
バ
ー
の
公
開
し
て
い
る
自
動
車
配
車
ア
プ
リ
を
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
勝
手

に
つ
な
げ
た
だ
け
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
場
所
を
検
索
す
る
と
、
自
動
的
に
ウ

ー
バ
ー
の
結
果
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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こ
れ
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
化
す
る
と
勝
手
に
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
、
と
い
う
一
つ
の
事
例

で
す
が
、
先
日
、
日
本
で
も
メ
ガ
バ
ン
ク
が
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
公
開
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
非
常
に

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
最
近
よ
う
や
く
日
本
で
も
銀
行
の
ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
が
ア
プ

リ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
米
国
で
は
10
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
そ
う
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
日
本
の
銀
行
と
い
う
非
常
に
コ
ン
サ
バ
テ
ィ
ブ
な
機
関
が
オ
ー
プ
ン
化
し
た
と
い
う
事
例
は
、

と
て
も
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③A
ccelerator

三
つ
目
は
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
で
す
。
こ
れ
も
非
常
に
多
く
の
成
功
事
例
が
あ
る
の
で
す
が
、
私
た
ち

の
近
く
に
あ
る
、
面
白
い
事
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
、
中
国
・
深
圳
に
Ｐ
Ｃ
Ｈ
と
い
う
製
造
業
の
会
社
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
お
そ
ら
く
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
最
も
有
名
な
「H

ighw
ay

1
」
と
い
う
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
本
業
で
は
、
当
然
、
大
規
模
な
製
造
を
請
け
負
う
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
一
方
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
は
、
１
０
０
個
と
か
１
０
０
０
個
ぐ
ら
い
の
試
作
を
し
た
い
、
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
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あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
か
ら
出
な
く
て
も
試
作
が
で
き
る
よ
う

に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
大
き
な
施
設
を
つ
く
り
ま
し
た
。
当
然
、
試
作
を
し
た
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
な
か
か
ら
う
ま
く
い
っ
た
も
の
だ
け
を
深
圳
に
連
れ
て
行
く
。
次
の

iP
hone

と
な
る
も
の
を
見
つ
け
よ
う
、
と
い
う
狙
い
で
す
。

二
つ
目
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
事
例
で
す
。
彼
ら
は
、
２
年
前
か
ら
、
特
定
技
術
の
取
り
込
み
に
ア
ク
セ

ラ
レ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
彼
ら
が
「
自
前
で
持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
確
実
に
必
要
に

な
る
」
と
考
え
て
い
た
技
術
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
で
し
た
。
ま
ず
、
彼
ら
は

「
こ
の
分
野
に
関
し
て
、
自
分
た
ち
は
研
究
開
発
を
し
ま
せ
ん
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。「
た
だ
し
、
そ
こ

で
出
て
き
た
も
の
は
確
実
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
ま
す
」
と
。

「
Ｂ
Ｂ-

８
」
と
い
う
前
回
の
『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
実
は
ス
フ
ィ
ロ
と
い
う
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
に
参
加
し
た
カ
ナ
ダ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
つ
く
っ

た
も
の
で
す
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ボ
ブ
・
ア
イ
ガ
ー
社
長
か
ら
、
そ
の
場
で
原
画
を
見
せ
ら
れ
て
、
実
際

に
つ
く
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
と
か
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
会
社
が
中
心
と
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い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ス
フ
ィ
ロ
と
い
う
会
社
は
、
も
と
も
と
ロ
ボ
ッ
ト
で
数
十
億
円

の
売
り
上
げ
が
あ
っ
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
レ
イ
タ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
会
社
で
す
。

そ
う
し
た
会
社
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
す
ぐ
に
成
果
が
出
た
、
と
い
う
一
つ
の
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、S

napchat

と
い
う
今
年
上
場
し
た
新
し
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
も
新

し
い
取
り
組
み
で
、
こ
れ
ま
で
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
、
Ｃ
Ｖ
Ｃ
と
い
う
と
、
１
社
で
や
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。S
napchat

の
場
合
は
、
Ｒ
／
Ｇ
Ａ
、
Ｉ
Ｐ
Ｇ
と
い
う
二
つ
の
会
社
と

組
ん
で
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
を
始
め
ま
し
た
。
先
ほ
ど
横
山
さ
ん
の
話
で
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
あ
る
種

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
的
に
や
る
と
い
う
の
が
、
大
き
な
ト
レ
ン
ド
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
Ｃ
Ｖ
Ｃ

四
つ
目
が
Ｃ
Ｖ
Ｃ
で
す
。
ト
ッ
プ
は
グ
ー
グ
ル
や
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
な
ど
の
テ
ッ
ク
系
企
業
が
多

い
の
で
す
が
、
あ
る
種
尖
っ
た
事
例
と
し
て
私
が
注
目
し
て
い
る
は
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
で
す
。
経

済
・
金
融
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
が
や
っ
て
い
る
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ 

ベ
ー
タ
と
い

う
Ｃ
Ｖ
Ｃ
が
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の
８
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。
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ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
は
、
情
報
と
い
う
も
の
が
無
料
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
代
に
、
自
分
た
ち
の
ビ
ジ
ネ

ス
は
デ
ィ
ス
ラ
プ
ト
さ
れ
る
（
消
滅
す
る
）、
と
い
う
前
提
で
考
え
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｖ
Ｃ
は
「
現
業
と
の

シ
ナ
ジ
ー
」
と
い
う
こ
と
が
必
ず
い
わ
れ
る
の
で
す
が
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
の
場
合
、
そ
れ
を
全
く
考

慮
し
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
現
業
と
は
異
な
る
全
く
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
こ
の

フ
ァ
ン
ド
自
体
は
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
と
い
う
名
前
を
掲
げ
な
が
ら
、「
金
融
リ
タ
ー
ン
フ
ォ
ー
カ
ス
」

と
い
う
こ
と
で
、
本
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
全
く
関
係
の
な
い
所
に
投
資
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
社
員

で
は
な
く
全
員
プ
ロ
の
投
資
家
を
雇
っ
て
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
特
徴
的
で
す
。

非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
で
、
自
分
た
ち
の
投
資
手
法
を
、G

itH
ub

と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
全
部
公
開
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
あ
る
種
ア
ナ
ー
キ
ー
な
手
法
で
注
目
さ
れ
て

い
る
フ
ァ
ン
ド
で
す
。

も
う
一
つ
の
事
例
は
、
私
た
ち
も
実
は
一
緒
に
投
資
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、A

m
azon A

lexa

と

い
う
音
声
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
が
、
最
近
、
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。A

m
azon

は
、
自
分
た
ち

の
成
長
領
域
で
あ
るA

lexa

に
特
化
し
た
フ
ァ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
通
常
、
Ｃ
Ｖ
Ｃ
と
い
う
と
、

「
○
○
社
が
○
○
社
フ
ァ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
」
と
い
う
の
が
一
般
的
で
す
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
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A
m

azon

が
、Am

azon

フ
ァ
ン
ド
で
は
な
く
、Am

azon A
lex

フ
ァ

ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
や
Ｃ
Ｖ
Ｃ
で
は
、
関
係
の
な
い
会
社
も
た
く
さ

ん
来
て
し
ま
っ
て
、
効
率
が
悪
い
部
分
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
事

例
は
「
こ
の
分
野
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
た
い
」
と
い
う
明
確
な

意
思
表
明
を
す
る
こ
と
で
成
功
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

⑤
Ｍ
＆
Ａ

五
つ
目
が
Ｍ
＆
Ａ
で
す
。
図
表
17
は
、
米
国
に
お
け
る
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
のE

xit

の
割
合
を
表
し
た
も
の
で
す
。
ご
案
内
の
通
り
、

日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
場
合
、E

xit

は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
ほ
と
ん
ど
で
、

Ｍ
＆
Ａ
の
件
数
が
非
常
に
少
な
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
Ｍ
＆
Ａ
が
最
も
一
般
的
なE

xit

に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

図表17  最もメジャーなExitはM&A
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こ
れ
ま
で
は
、
グ
ー
グ
ル
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
な
ど
の
テ
ッ
ク
系
の
大
企
業
が

テ
ッ
ク
系
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
買
う
、
と
い
う
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
昨
年
、
私
自
身
も
非
常
に

イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
事
例
が
ユ
ニ
リ
ー
バ
で
す
。
日
本
で
も
生
活
用
品
の
会
社
と
し
て
有
名
で
す
が
、

そ
こ
が
初
め
て
テ
ッ
ク
系
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
買
収
し
ま
し
た
。
髭
剃
り
を
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

（
予
約
）
方
式
で
毎
月
届
け
る
、
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
い
た
、D

ollar S
have C

lub

と
い
う
創

業
４
年
目
の
会
社
を
、
１
０
０
０
億
円
で
買
収
し
ま
し
た
。
ｅ
コ
マ
ー
ス
と
い
う
、
こ
れ
か
ら
多
く
の

会
社
が
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
を
買
っ
た
わ
け
で
す
が
、
一
般
的
な
メ
ー
カ
ー
が
テ
ッ
ク
系

の
会
社
を
買
収
す
る
時
代
が
来
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
ち
ょ
っ
と
手
前
味
噌
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
投
資
し
て
い
るchariot

と
い
う

バ
ス
の
運
行
会
社
を
、
昨
年
、
フ
ォ
ー
ド
が
買
収
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ド
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
の
で
、

近
い
分
野
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、chariot

は
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
会
社

で
す
。
メ
ー
カ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
会
社
を
買
う
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
Ｍ
＆
Ａ
の
ケ
ー
ス
で
す
。

最
後
に
一
つ
だ
け
、
日
本
の
事
例
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
の
ア
シ
ッ
ク

ス
が
、
昨
年
、RunK

eeper

と
い
う
会
社
を
買
収
し
ま
し
た
。
今
、
こ
の
業
界
は
、ナ
イ
キ
、ア
デ
ィ
ダ
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ス
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
テ
ッ
ク
系
の
会
社
を
買
収
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
例
が
面
白
い
の
は
、
買
収
し
た

だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
チ
ー
ム
を
そ
の
ま
ま
本
社
の
Ｉ
Ｔ
部
門
の
ト
ッ
プ
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
あ

ま
り
日
本
的
で
は
な
い
人
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

⑥Innovation C
enter

で
は
、
六
つ
目
の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
、

一
番
難
易
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。Low

e's

と
い
う
米
国
最
大
手
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
事
例
で
す
。

図
表
18
で
２
人
が
手
に
持
っ
て
い
る
の
は
、iP

ad

の
よ
う
な
機

器
で
す
。
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
技
術
を
使
っ
て
、
冷
蔵
庫
や
キ
ッ

チ
ン
な
ど
、
非
常
に
大
き
な
商
品
が
、
自
分
の
家
に
合
う
か
ど
う

か
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
前
の
男
性
は
カ
エ
ル

と
い
っ
て
、
私
も
よ
く
一
緒
に
投
資
を
し
て
い
る
仲
間
な
の
で
す

が
、
こ
の
会
社
の
ト
ッ
プ
で
す
。
彼
ら
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

図表18   Lowe’s 
──イノベーション専門組織を常設
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外
部
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
な
か
で
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
て
、
そ
の
た

め
の
組
織
を
シ
ア
ト
ル
に
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
器
も
、
実
際
に
自
分
た
ち
で
開
発
し
た
も
の
で
す
。

図
表
19
は
、
彼
ら
が
最
初
に
導
入
し
た
「
在
庫
確
認
ロ
ボ
ッ
ト
」
で
す
。
人
工
知
能
を
搭
載
し
て
い

て
、
朝
、
お
客
さ
ん
が
来
る
前
に
、
店
を
１
時
間
で
一
回
り
し

て
、
在
庫
切
れ
の
商
品
を
見
つ
け
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
に
投
げ
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
お
客
さ
ん
が
来
店
す
る
時
に
は
欠
品
が
な

い
状
態
に
で
き
る
わ
け
で
す
。
開
発
し
た
の
は
外
部
の
会
社
で

す
が
、
自
分
た
ち
で
起
案
し
て
、
そ
れ
を
つ
く
る
技
術
を
持
っ

た
会
社
を
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
モ
ノ
づ
く
り
ま
で

や
っ
て
い
ま
す
。

図
表
20
は
、Low

e's

が
開
発
し
た
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
製
作

さ
れ
た
レ
ン
チ
の
写
真
で
す
。
実
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
の
共
同
研

究
で
、
宇
宙
船
の
な
か
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
宇

宙
船
の
な
か
で
や
る
必
要
が
あ
る
の
か
は
、
ち
ょ
っ
と
分
か
ら

図表19

在庫確認ロボットをいち早く導入
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な
い
の
で
す
が
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
、
も
の
す
ご
い
数
の
商

品
を
取
り
扱
っ
て
い
て
、
１
年
に
１
個
し
か
売
れ
な
い
ネ
ジ
な

ん
か
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
そ
の
在
庫
を
ど
う

や
っ
て
減
ら
す
か
を
考
え
た
あ
げ
く
、
注
文
を
受
け
て
か
ら
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
す
る
と
い
う
発
想
に
至
り
、
在
庫
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

小
売
り
の
会
社
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
チ
ー
ム
を
持
っ
て
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
が
考
え
る
以
上
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
出
し
て
い
る
、
そ
う
い
う
事
例
で
す
。

以
上
、
六
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
と
短
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
れ
が
最
も

良
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
一
概
に
は
い
え
ま
せ
ん
。

図表20

注文を受けてから商品を印刷
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元
橋　

そ
れ
で
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
当
研
究
所
の
田
中
委
員
の

ほ
う
か
ら
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
モ
ノ
コ
ト
ネ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
」
を
ど
う
や
っ
て
育
て
る
か

田
中　

昨
年
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
提
唱
さ
れ
て
10
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
５
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、ヘ
ン
リ
ー
・
チ
ェ
ス
ブ
ロ
ウ
も
講
演
を
し
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
10
年
前
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
起
き
る
と
い
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
当
時
の
日
本
は
、
同
業
他
社
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自

前
で
研
究
開
発
を
や
っ
て
い
る
所
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
本
日
、
髙
村
さ
ん
、
横
山
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
、
改
め
て
日
本
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
元
橋
先
生
か
ら
産
総
研
な
ど
公
的
研
究
機
関
の
お
話
が
出
ま
し
た
。
私
は
、
Ｔ
Ｉ
Ａ
に
も
最

初
の
頃
か
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
も
公
的
研
究
機
関
を
核
に
し
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
Ｔ
Ｉ
Ａ
は
、
何
百
億
円
も
す
る
巨
大
な
研
究
施
設
を
持
っ
て
い
ま

す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
研
究
す
る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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そ
こ
で
、
今
、
私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
取
り
組
み
を

一
つ
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
、
経
済
同
友
会
の

「
も
の
づ
く
り
委
員
会
」
が「
も
の
・
こ
と
づ
く
り
委
員

会
」
に
名
称
を
変
更
し
た
年
か
ら
、
委
員
と
し
て
一
緒

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
本
企
業
も
モ
ノ
づ
く
り
一
辺

倒
か
ら
少
し
「
コ
ト
」
を
入
れ
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
も
ま

と
め
よ
う
、
と
い
う
提
言
を
し
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年
、

私
や
元
橋
先
生
た
ち
で
、
モ
ノ
と
コ
ト
が
両
輪
で
動
く

よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
て
、「
も
の
こ
と
双
発
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
数
十
社
の
企
業
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
の
議
論
で
、
や
は
り
人
材
が
一
番
重
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
コ
マ
ツ
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本

田中委員
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の
事
例
で
も
そ
う
で
す
が
、
モ
ノ
を
つ
く
る
人
の
発
想
は
い
く
ら
で
も
出
て
く
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を

ま
と
め
て
仕
組
み
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
な
か
な
か
い
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
人
材
を
ど
う

や
っ
た
ら
育
て
ら
れ
る
の
か
、
協
議
会
で
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
い
た
１
９
８
０
年
代
に
は
、
す
で
に「
Ｉ
Ｔ
人
材
が
い
な
い
」「
Ｉ
Ｔ
人
材
を
育
て
よ

う
」
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
「
Ｉ
Ｔ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
」
と
い
う
概
念
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
今
、
私
た
ち
は
、
モ
ノ
と
コ
ト
を
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
「
モ
ノ
コ
ト
ネ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
」

を
ど
う
や
っ
て
育
て
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。
た
だ
、
日
本
人
は
比
較
的

器
用
な
の
で
、
何
か
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
大
き
く
変
わ
る
、
と
い
う
事
例
が
い
く
つ
か
出
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
も
の
こ
と
双
発
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
、「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２
・
０
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
れ
だ
け
広
が
っ
て
い
く
の
か
。
今
日
は
、
21
世
紀
政
策
研

究
所
所
長
の
三
浦
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
「
Ｉ
Ｔ
屋
」
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

が
日
本
の
産
業
全
体
の
ベ
ー
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
モ
ノ
、コ
ト
、そ
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
つ
な
が
っ
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て
、
ど
う
や
っ
て
産
業
を
支
え
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宮
田
さ
ん
か
ら
は
米
国
の
Ｖ
Ｃ
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
１
９
９
５
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
Ｖ
Ｃ
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
て
、
結
果
的
に
は
、
な
か
な
か
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、や
は
り
時
期
尚
早
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。今
で
あ
れ
ば
も
う
少
し

進
む
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
こ
と
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

元
橋　

続
い
て
西
尾
委
員
か
ら
も
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
研
究
開
発
部
門
だ
け
の
仕
事
で
は
な
い

西
尾　

私
か
ら
は
、
お
三
方
の
話
を
お
聞
き
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
自
分
が
ど
う
思
っ
た
か
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
髙
村
さ
ん
の
コ
マ
ツ
の
事
例
で
は
、
２
点
ほ
ど
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

コ
マ
ツ
で
は
「
ド
ロ
ー
ン
」
を
活
用
し
て
い
る
、
と
い
う
お
話
で
す
。
今
ま
で
の
コ
ア
の
商
品
を
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
展
開
す
る
と
き
に
、
従
来
使
っ
て
い
な
か
っ
た
新
し
い
技
術
を
活
用
す
る
わ
け
で
す
が
、
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コ
マ
ツ
の
場
合
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
、

あ
る
い
は
ど
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
や
る
か
、
と
い

う
こ
と
が
非
常
に
明
確
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い

う
取
り
組
み
が
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、「
コ
マ
ツ
ウ
ェ
イ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

を
、
部
門
を
問
わ
ず
全
社
員
で
共
有
し
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
の
「
全
社
員
」
と
い
う

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
か
ら
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
今
ま
で
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
ば
研
究
開
発

部
門
の
仕
事
だ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
部
分
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

全
社
員
で
共
有
し
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
当

然
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西尾委員
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そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
お
客
さ
ん
と
議
論
を
す
る
と
き
に
動
画
を
使
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
単
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
を
変
え
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

コ
マ
ツ
の
社
員
が
お
客
さ
ん
の
所
に
行
っ
て
、
現
場
を
見
た
り
、
議
論
し
た
り
す
る
な
か
で
、
意
識
改

革
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
、
横
山
さ
ん
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
お
話
で
、
あ
え
て
「
鉄
道
」
と
書
か
ず
に
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
と

し
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
次
世
代
新
幹
線
の
お
話
で
は
「
移
動
空

間
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
自
動
車
の
車
内
を
ど
う
使
う
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
こ
と
を
鉄
道
会
社
が
考
え
は
じ
め
て
い
る
。
ま

さ
し
く
モ
ビ
リ
テ
ィ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

宮
田
さ
ん
の
お
話
で
は
、
ま
ず
、
ウ
ェ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
か
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
事
例
で
、
周
り
が
勝
手
に

動
い
て
く
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
、
と
い
う
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
仕
組
み

づ
く
り
が
、
ま
さ
し
く
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ラ
レ

ー
タ
の
事
例
の
な
か
で
は
、
複
数
の
会
社
が
共
同
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
事
例
が
非
常
に
重
要
だ
と
思

い
ま
し
た
。
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そ
れ
か
ら
、
冒
頭
の
自
己
紹
介
の
ス
ラ
イ
ド
の
な
か
で
、
ご
自
身
が
コ
ラ
ボ
ス
ペ
ー
ス
を
運
営
さ
れ

て
い
る
、
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
日
、
ボ
ス
ト
ン
に
行
か
れ
た
方
か
ら
、
ボ
ス
ト
ン
で
も

コ
ラ
ボ
ス
ペ
ー
ス
が
広
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
話
を
伺
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
や
は
り
、
空

間
を
つ
く
る
、
場
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
も
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
仕
掛
け
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

元
橋　

で
は
、
私
の
ほ
う
か
ら
、
最
初
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
お
三
方
に
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
髙
村
さ
ん
に
伺
い
ま
す
。
私
に
は
、
最
後
に
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
運
転
席
の
な
い
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
の
写
真
が
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。「
人
が
運
転
す
る
の
が
当
た
り
前
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
ト

ラ
ッ
ク
の
使
い
方
が
決
ま
っ
て
い
た
の
が
、
そ
の
制
約
が
外
れ
た
と
き
に
何
が
で
き
る
の
か
、
コ
ン
セ

プ
ト
を
提
示
す
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
日
、
宮
田
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
新
し
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
生

ま
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
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な
い
か
と
考
え
た
わ
け
で
す
が
、
髙
村
さ
ん
ご
自
身
も
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
だ
け
で
な
く
、
イ
ス
ラ
エ

ル
な
ど
海
外
に
い
ろ
い
ろ
と
行
か
れ
て
、
投
資
も
な
さ
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
海
外

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

海
外
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
取
り
入
れ
る
か

髙
村　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
は
私
も
何
回
か
行
っ
て
い
ま
す
が
、
当
社
の
場
合
、
海
外
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
え
る
ほ
ど
、
多
く
の
事
例
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

た
だ
、
西
尾
委
員
か
ら
ご
指
摘
が
あ
っ
た
ド
ロ
ー
ン
の
よ
う
に
、
意
外
と
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
当
社
が
建
設
機
械
、
鉱
山
機
械
と
い
う
ニ
ッ
チ
な
分
野
に
特
化
し
て
い
て
、

わ
り
と
明
確
に
「
こ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
も
の
を
探
し
て
い
る
」
と
伝
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

Ｂ
to
Ｃ
と
か
は
一
切
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、「
う
ち
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
け
れ
ど
、
誰
か
こ

う
い
う
技
術
を
持
っ
て
い
た
ら
、
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
？
」
み
た
い
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
ま
す

の
で
、「
あ
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
な
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
い
う
反
応
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が
く
る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
狭
い

範
囲
で
、
明
確
な
目
的
を
持
っ
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
話
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

私
は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
本
当
に
特
殊
な
世
界
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
て
、
あ
あ
い
う
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
世
界
の

他
の
場
所
に
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ド
ロ
ー

ン
の
導
入
で
初
め
て
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
と
仕
事
を
し
た
と
き
、
す
ご
く
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
っ
て
、

驚
き
ま
し
た
。
あ
あ
い
う
文
化
を
会
社
の
な
か
に
入
れ
た

こ
と
で
、
少
し
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
人
材
育
成
と

い
う
意
味
で
も
、
非
常
に
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

ま
あ
、
当
社
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
す
ご
い
人
材
が
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
比
較
的
評
価
を
い
た
だ
け
る
の
は
、

き
ち
ん
と
ド
メ
イ
ン
を
決
め
て
、や
り
た
い
こ
と
を
明
確

76



に
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
し
ょ
う
ね
。
出
資
で
利
益
を
得
た
い
と
は
考
え
て
い
な
く
て
、
技
術
が
欲

し
い
の
で
、「
こ
の
技
術
が
欲
し
い
」
と
明
確
に
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い

ま
す
。

元
橋　

横
山
さ
ん
に
は
、「
モ
ビ
リ
テ
ィ
変
革
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
活
動
を
な
さ
っ
て
い
く
の
か
、
個
人
的
に
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
海
外
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
使
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

鉄
道
業
界
は
顧
客
目
線
の
発
想
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

横
山　

私
た
ち
は
鉄
道
業
界
の
こ
と
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
観
点
か
ら
変

革
を
目
指
そ
う
、
と
い
う
こ
と
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
第
１
の
目

的
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
す
る
こ
と
で
す
ね
。
例
え
ば
、D

oor to D
oor

を
目
指
そ
う
と
す
れ
ば
、

や
は
り
鉄
道
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
バ
ス
な
ど
の
他
の
公
共
交
通
機
関
、
お
客
様
、
あ
る
い
は
全
く
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違
う
視
点
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
、「
こ
ん
な
こ
と
で
き
な
い
か
？
」
と
い
う
提
案
を
も
ら
う
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
ら
っ
て
も
、
実
行
で
き
な
け
れ
ば
「
画
に
描
い
た
餅
」
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
実
行
で
き
る
体
制
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
鉄
道
会
社
は
、
ど
こ
も
同
じ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
組
織
が
縦
割
り
で
、
横
の
連
携
が
な
い
。
ま
ず
、
横
串
を
刺
し
た
よ
う
な
、
横

断
的
な
組
織
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
デ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ

が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
を
集
め
る
基
盤
づ
く
り
も
重
要
で
す
。
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
素

早
く
実
行
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
鉄
道
は
一
般
の
方
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
ア
イ

デ
ィ
ア
を
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
デ
ー
タ
は
公
開
し
ま
す
し
、
実
験
す
る
場
も
提
供
し
ま

す
。
例
え
ば
、
２
０
２
０
年
に
山
手
線
の
新
し
い
駅
が
、
品
川
と
田
町
の
間
に
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
何

か
新
し
い
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
他
の
交
通
機
関
と
の
連
携
、
駅
で
の
移
動
の
あ

り
方
、
あ
る
い
は
情
報
提
供
の
あ
り
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

海
外
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
た
ち
も
ド
イ
ツ
な
ど
、
特
に
欧
州
の
国
々
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と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
日
本
と
違
っ
て
、
欧
州
は
陸
続
き
な
の
で
、
国
を
ま
た
が
っ
て

電
車
が
走
っ
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
や
は
り
標
準
化
も
進
ん
で
い
ま
す
し
、
広
い
視
野
を
持
っ
た
技
術

者
が
多
く
い
ま
す
。
日
本
の
場
合
、
島
国
で
す
し
、
鉄
業
業
界
の
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
が

多
い
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
海
外
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
は
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

D
oor to D

oor
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
も
、
海
外
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

一
つ
ご
紹
介
す
る
と
、
ド
イ
ツ
鉄
道
（
Ｄ
Ｂ
）
は
「
Ｄ
Ｂ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
提
供

し
て
い
て
、
こ
れ
が
非
常
に
優
れ
て
い
ま
す
。
当
社
の
ア
プ
リ
は
今
の
と
こ
ろ
鉄
道
し
か
で
き
な
い
の

で
す
が
、
Ｄ
Ｂ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
、
自
分
が
い
る
場
所
と
目
的
地
を
入
力
す
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
交
通
機

関
の
情
報
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
な
お
か
つ
、
そ
の
ま
ま
列
車
や
飛
行
機
の
予
約
ま
で
で
き
て
し
ま
う
。

ま
さ
にD

oor to D
oor

で
し
て
、
非
常
に
優
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
持
っ
た
ア
プ
リ
で

す
。私

た
ち
も
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
。
ち
ょ
っ

と
お
恥
ず
か
し
い
話
な
の
で
す
が
、
駅
の
自
動
指
定
券
売
機
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
最
初
の
画
面
で
、
新

幹
線
か
在
来
線
か
を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
こ
れ
は
「
す
で
に
知
っ
て
い
る
人
に
切
符
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を
売
る
」
と
い
う
発
想
で
す
。
だ
か
ら
、
外
国
人
に
は
全
く
分
か
ら
な
い
し
、
日
本
人
で
も
、
東
京
か

ら
宇
都
宮
ま
で
行
く
の
に
、
新
幹
線
で
行
く
の
か
在
来
線
で
行
く
の
か
、
微
妙
な
と
こ
ろ
で
す
。

今
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
は
全
く
お
客
様
目
線
が
な
か
っ
た
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、「
駅
か
ら
駅
ま
で

動
か
せ
ば
い
い
」
と
い
う
発
想
が
、
私
た
ち
に
染
み
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
発
想
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考

え
て
い
ま
す
。

元
橋　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
う
え
で
、
社
内
の
課
題
が
大
き
い
、
と
い
う
こ
と
か
と

思
い
ま
す
。
特
に
中
〜
大
企
業
は
社
内
の
変
革
が
重
要
で
、
コ
マ
ツ
で
は
髙
村
さ
ん
が
長
く
Ｃ
Ｔ
Ｏ
を

な
さ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｃ
Ｔ
Ｏ
室
が
か
な
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

そ
れ
で
は
、
宮
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
す
。
私
が
宮
田
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
で
開
か
れ
た
、「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
日
本
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
」
と
い
う
こ
と
が
テ
ー
マ

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
し
た
。
今
日
、
宮
田
さ
ん
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
米
国
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
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き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
日
本
の
、
特
に
大
企
業
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
発
想
、
サ
ー
ビ
ス
発
想
が
カ
ギ

宮
田　

ま
ず
、
一
般
論
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
は
確
実
に
存
在
す
る
、
と

い
う
の
が
私
の
信
念
で
す
。
例
え
ば
、
今
、
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
半
分
は
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ
れ
も
グ
ー
グ
ル
が
買
収
し
た
会
社
で
す
。
昨
日
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
が
開
発
者
会
議
を
や
っ
て
い
て
、「
次
は
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
だ
」
と
い
う
話
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
はO

culus

と
い
う
会
社
を
買
収
し
て
い
ま

す
。
今
、米
国
の
ト
ッ
プ
10
に
入
っ
て
い
る
会
社
の
新
規
事
業
は
、ほ
と
ん
ど
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
し
か
も
Ｍ
＆
Ａ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
も
う
明
ら
か
に
、
モ
デ
ル
と
し
て
プ

ル
ー
ブ
ン
（
証
明
さ
れ
た
）
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
日
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
非
常
に
面
白
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
会
場
の
な
か
に
ソ
フ

ト
系
の
方
は
あ
ま
り
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
か
、
こ
れ
か
ら
の
「
コ
ト
づ
く
り
」
み
た
い
な
こ
と
を
考
え
る
と
き
に
、
や
は
り
キ
ー
は
ソ
フ
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ト
ウ
ェ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。
当
然
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
な
し
に
は
い
か
な
い
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
横
山
さ

ん
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、「
鉄
道
に
乗
る
」
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
が
い
る
一
方
で
、
本
質
的
に
は

ど
こ
か
に
移
動
し
た
く
て
、
そ
の
手
段
が
た
ま
た
ま
鉄
道
だ
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
も
い
る
わ
け
で
す
。
今
、

あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、
あ
る
特
定
の
モ
ノ
が
欲
し
い
、
と
い
う
時
代
は
も
は
や
終
わ
っ
て
い

て
、「
ど
こ
か
に
行
き
た
い
」
と
か
「
何
か
を
し
た
い
」
と
い
っ
た
本
質
的
な
欲
求
の
ほ
う
に
消
費
者
が

移
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
と
き
に
、
日
本
企
業
の
最
大
の
弱
み
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
発
想
、
サ
ー
ビ
ス

発
想
が
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
正
直
に
申
し
上
げ
て
私
に
も
今
の
時
点
で
解
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
コ
マ
ツ
の
事
例
に
あ
っ
た
、
ハ
ー
ド

だ
っ
た
の
が
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
行
く
、
と
い
う
流
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
一
つ

の
モ
デ
ル
に
な
る
の
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

元
橋　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
発
想
、
サ
ー
ビ
ス
発
想
と
い
う
の
が
キ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
マ
ツ
の
事
例
で
い
え
ば
、
例
え
ば
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
を
い
か
に
効
率
化
す
る
か
、
省
エ
ネ
に
す
る
か
、
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と
い
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
を
一
生
懸
命
や
っ
て
き
て
、
今
で
は
建
設
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
効
率
化
を
や
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
サ
ー
ビ
ス
発
想
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
事
例
で
い
え
ば
、「
お
客
さ

ん
を
駅
か
ら
駅
ま
で
正
確
に
、
安
全
に
運
ぶ
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、D

oor to D
oor

と
い
う
、
お
客

さ
ん
の
潜
在
的
な
欲
求
に
従
っ
て
、
も
っ
と
広
く
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
こ
と
も
サ
ー
ビ
ス
発
想
で
す
。

こ
れ
が
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
田
中
委
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
モ
ノ
コ
ト
の
コ
ト
と
い
う
の
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
け
で
な

く
、
や
は
り
人
材
が
重
要
で
す
よ
ね
。
私
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
発
想
、
サ
ー
ビ
ス
発
想
が
で
き
る
人
材
を
、
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て
い
く

か
。
こ
れ
は
重
要
な
話
な
の
で
、
も
う
少
し
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
田
中
委
員
、

人
材
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

若
い
人
の
発
想
が
自
由
に
活
き
る
世
界
を
つ
く
り
た
い

田
中　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
弱
い
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
も
う
致
命
的
な
弱
さ
な
の
で
す
が
、
ど
う
し
て

そ
う
い
う
発
想
が
で
き
な
い
の
か
、
研
究
会
を
つ
く
っ
て
議
論
し
て
い
ま
す
。
今
、
こ
こ
に
25
社
ぐ
ら
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い
の
企
業
の
人
た
ち
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
マ
ツ
の
よ
う
な
製
造
業
の
人
、
銀
行
の
人
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
化
粧
品
会
社
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
言
う
こ
と
が
全
然
違
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、「
あ
れ
？　

俺
の
考
え
て
い
る
こ
と
は
、

会
社
で
は
浮
い
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
こ
に
来
る
と
使
え
る
な
」
と
か
、
発
想
が
広
が
っ
て
い
く
。
こ
れ

は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
も
そ
う
で
す
。
バ
ー
で
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
、
横
に
い
る
の
は
弁
護
士
だ
っ

た
り
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
だ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
、「
君
、
ど
ん
な
仕
事
し
て
い
る
の
？
」
と

い
う
話
に
な
る
。
私
も
、
20
年
ぐ
ら
い
前
は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
よ
く
行
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

そ
う
い
う
若
い
人
の
発
想
が
自
由
に
活
き
る
世
界
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
、
研
究
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
50
歳
過
ぎ
た
社
長
さ
ん
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
若
い
人
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
う
よ
う
な
仕
組
み
で
や
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
う

ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
し
会
社
で
ち
ょ
っ
と
尖
っ
て
い
る
若
手
社
員
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
私

た
ち
の
研
究
会
に
送
り
込
ん
で
い
た
だ
い
て
、「
さ
ら
に
尖
る
か
、
少
し
丸
く
な
っ
て
広
が
る
か
」
と
い

う
感
じ
で
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
面
白
い
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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元
橋　

私
た
ち
の
研
究
会
は
大
学
が
母
体
に
な
っ
て
い
て
、
異
業
種
の
人
が
集
ま
っ
て
一
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
よ
う
な
場
づ
く
り
は
、
民
間
企
業
だ
と
な
か
な
か
や
り
に
く
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
「
場
」
は
非
常
に
重
要
で
す
よ
ね
。

西
尾
委
員
に
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
発
想
、
サ
ー
ビ
ス
発
想
が
で
き
る
、
あ
る

い
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
考
え
ら
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
の
は
、
大
学
の
役
割
な
の
か
、
や
は

り
企
業
の
な
か
で
や
る
べ
き
な
の
か
、
も
し
く
は
そ
の
両
方
な
の
か
。
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願

い
し
ま
す
。

西
尾　

ま
あ
、
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
田
中
委
員
が
つ
く
ら
れ
た
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な

会
社
の
人
が
集
ま
る
場
を
ど
う
使
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
一
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
当
然
、

大
学
の
人
も
入
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
も
し
か
す
る
と
社
内
で
少
し
浮
い
て
い
る
よ
う
な
人
が
集
ま
っ

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
場
所
で
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
人

が
変
わ
る
、
自
信
を
つ
け
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
社
内
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
き
に
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
の
も
一
つ
の
課
題
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で
す
。
組
織
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
っ
て
も
、
彼

ら
が
自
主
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

元
橋　

や
は
り
会
社
の
な
か
が
変
わ
る
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。
異
業
種
交
流
の
場
が
あ
っ
て

も
、
そ
こ
に
出
て
行
っ
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
っ
て
帰
る
人
、
そ
れ
を
会
社
の
な
か
に
つ
な
ぐ
人
、
両
方

の
人
材
が
い
な
い
と
意
味
が
な
く
な
る
わ
け
で
す
。

よ
ろ
し
け
れ
ば
髙
村
さ
ん
と
横
山
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
自
前
主
義
か
ら
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
、
あ
る
い
は
モ
ノ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
展
開
し
て
い
く
と

き
に
、
社
内
の
組
織
や
人
材
が
課
題
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
一
般
論
で
も

結
構
で
す
。

失
敗
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
人
を
育
て
る

髙
村　

難
し
い
問
題
で
す
ね
。
実
は
、
先
ほ
ど
か
ら
建
設
機
械
と
鉱
山
機
械
の
二
つ
の
言
い
方
を
使
い
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分
け
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
二
つ
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
鉱
山
機
械
の
お
客
さ
ん
は
リ
オ
・
テ
ィ

ン
ト
や
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
と
い
っ
た
巨
大
企
業
で
、
い
わ
ば
プ
ロ
中
の
プ
ロ
が
相
手
で
す
。
そ

こ
と
付
き
合
お
う
と
思
っ
た
ら
、
ベ
タ
っ
と
人
を
張
り
付
か
せ
て
、
相
手
と
親
密
に
な
っ
て
、
中
身
を

よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
相
手
も
プ
ロ
な
の
で
、
非
常
に
論
理
的
に
説
明
し
て
く
れ
ま

す
。
そ
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
土
木
の
ほ
う
は
、
先
ほ
ど
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
と
こ
ろ
で
お
話
し
し
ま
し

た
が
、
社
員
10
人
以
下
の
小
さ
な
企
業
が
お
客
さ
ん
に
な
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
相
手
の
所
に
行
く
の

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
が
違
い
ま
す
か
ら
、
課
題
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
必
要
に
応
じ
て
現
場
監
督
の
経
験
者
を
採
用
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
交
流
も
し
な

い
と
難
し
い
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
は
比
較
の
問
題
で
す
が
、
土
木
工
事
の
新
し
い
試
み
で
あ
れ
ば
、
多
少
失
敗
し
て
も
い

い
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
み
て
、
そ
の
う
ち
に
お
客
さ
ん
の
ほ
う
か

ら
ア
イ
デ
ィ
ア
も
出
て
く
る
、
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
も
で
き
ま
す
。
な
か
な
か
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の

よ
う
に
徹
底
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
失
敗
を
経
験
と
し
て
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
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く
っ
て
、
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
良
い
事
例
が
出
れ
ば
、
周
り
も
信
頼
し
て
く
れ
て
、

ど
ん
ど
ん
リ
ソ
ー
ス
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
う
や
っ
て
回
し
て
い

き
な
が
ら
、
会
社
の
文
化
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い
き
た
い
な
、
と
は
考
え
て
い
ま
す
。

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
型
」
か
ら
「
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
」
へ

横
山　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
30
年
前
に
で
き
た
会
社
で
、
社
員
は
約
６
万
人
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
入
社

し
て
か
ら
定
年
ま
で
同
じ
会
社
に
勤
め
つ
づ
け
、
し
か
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
屋
と
か
、
車
両
屋
と
か
、
運

転
と
か
セ
ク
シ
ョ
ン
も
変
わ
ら
な
い
。
当
然
、
そ
う
い
う
発
想
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
も
う
仕
方
が
な

い
。一

番
良
い
の
は
、
外
か
ら
人
を
入
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
欧
州
の
鉄
道
会
社
は
、
自
動
車
業
界
の
人

が
い
き
な
り
ト
ッ
プ
に
な
る
と
か
、
そ
う
い
う
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
、
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
ね
。

と
は
い
え
、
何
と
か
風
穴
を
開
け
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
ビ
ジ
ョ

ン
の
な
か
に
は
ち
ょ
っ
と
尖
っ
た
と
こ
ろ
を
つ
く
っ
て
、
少
し
で
も
成
功
事
例
を
出
し
て
い
き
た
い
と
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思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、D

oor to D
oor

み
た
い
な
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
を
や
る
こ
と
で
、
若
い
人

の
な
か
か
ら
「
面
白
い
」
と
感
じ
て
く
れ
る
人
が
出
て
き
て
、
外
の
人
と
付
き
合
う
機
会
も
あ
る
、
と
。

や
は
り
、
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
仕
事
と
し
て
や
っ
て
い
っ
て
、
少

し
で
も
成
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
風
穴
を
開
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
業
は
、
非
常
に
堅
い
業
界
な
の
で
、
ソ
フ
ト
開
発
的
に
い
う
と
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
型
」

な
ん
で
す
。
と
に
か
く
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
非
常
に
お
恥
ず
か
し
い
話
な
の
で
す
が
、
一
昨

年
11
月
に
、
新
し
い
山
手
線
を
走
ら
せ
た
と
き
、
そ
の
日
の
う
ち
に
不
具
合
が
見
つ
か
っ
て
、
３
カ
月

ほ
ど
止
ま
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
ち
ゃ
ん
と
走
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き

は
、
も
う
社
内
で
大
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

今
か
ら
考
え
る
と
、
あ
る
条
件
の
と
き
の
試
験
が
少
し
足
り
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ

の
出
来
事
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
と
に
か
く
全
て
確
か
め
て
か
ら
で
な
い
と
動
か
せ
な
い
。
も
ち
ろ

ん
人
命
を
預
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
当
然
と
い
う
面
も
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
な
の
で
す
が
、
一
事

が
万
事
で
は
な
く
、
例
え
ば
サ
ー
ビ
ス
の
部
分
で
は
、
と
に
か
く
ス
ピ
ー
ド
、「
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
」
で

や
っ
て
い
く
な
ど
、
こ
の
二
つ
を
分
け
て
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
仕
事
を
や
る
な
か
で
、
そ
う
い
う
事
例
を
一
つ
で
も
二
つ
で
も
出
し
て
い
き
た

い
、
そ
れ
を
や
る
こ
と
で
人
材
も
育
っ
て
く
る
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

元
橋　

宮
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
す
。
私
も
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
Ｃ
Ｖ
Ｃ
の
研
究
を
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は
日
本
企
業
も
Ｃ
Ｖ
Ｃ
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資
金
提
供
で
は
な
く
て
も
、

同
じ
よ
う
な
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
企
業
も
あ
り
ま
す
。
今
日
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
コ
マ
ツ
や

Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
そ
う
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
、
そ
う
し
た
部
門
を
担
当
さ
れ
て
い
る
人
が
社
内
で
苦
労

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
日
本
企
業
の
体
質
が
変
化
に
つ
い
て
い
け
て
な
い
、
と
い
う
面
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
髙
村
さ
ん
や
横
山
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
、
デ
ザ
イ
ン
思

考
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
速
く
回
す
と
か
、
企
業
の
本
業
の
方
と
サ
イ
ク
ル
が
全
く
違
っ
て
い
る
、

と
い
う
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
宮
田
さ
ん
は
、
日
本
の
会
社
と
も
お
付
き
合
い
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
あ
た
り
の
実
態
を
、
ど
う
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
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20
代
の
人
を
使
う
こ
と
、
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
が
大
事

宮
田　

先
ほ
ど
人
材
の
話
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
と
か
ら
め
て
お
話
し
し
ま
す
。
な
か
な
か
申
し

上
げ
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、
一
つ
は
、
も
っ
と
若
い
人
を
使
う
の
が
カ
ギ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
は
44
歳
で
す
が
、
正
直
い
っ
て
、
私
で
も
つ
い
て
い
け
な
い
ぐ
ら
い
変
化
が
早
い
。
新
し
い

も
の
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
い
ま
す
。
マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
が
32
歳
、
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
が

45
歳
、
グ
ー
グ
ル
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
な
っ
た
サ
ン
ダ
ー
・
ピ
チ
ャ
イ
も
43
歳
で
す
。S

napchat

の
エ
ヴ
ァ

ン
・
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
は
24
歳
で
１
兆
円
の
会
社
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
も
う
、
５
年
前
の
常
識
が
通
用

し
な
い
っ
て
い
う
世
界
な
の
で
す
。

そ
う
い
う
な
か
で
、
例
え
ば
大
企
業
で
20
年
、
同
じ
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
つ
く
っ
て
き
た
人
た
ち
が
発
想

を
変
え
る
、
と
い
う
の
は
至
難
の
業
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
大
企
業
で
20
代
と
い
う
と
、
ま
だ
一
人

前
で
も
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
私
の
投
資
チ
ー
ム
で
は
20
代
の
メ
ン
バ
ー
が
バ
リ
バ
リ
や
っ

て
い
ま
す
。
今
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
か
エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
発
想
は
、
彼
ら
の
ほ

う
が
早
い
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
人
事
制
度
の
問
題
と
か
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
従
来
は
半
人
前
と
さ
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れ
て
い
た
よ
う
な
若
い
人
を
使
っ
て
い
く
、
と
い
う
の
が
一
つ
の
カ
ギ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
う
一
つ
、
先
ほ
ど
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
私
が
非
常
に
感
銘
を
受
け
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
私
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
に
参
加
し
て
い
て
、
投
資
家

と
し
て
投
資
を
し
た
の
で
す
が
、
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
の
イ
ベ
ン
ト
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ボ
ブ
・
ア
イ
ガ
ー
が
出

て
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
60
歳
の
彼
が
こ
う
言
っ
た
。「
正
直
い
っ
て
僕
ら
は
分
か
ら
な
い
か
ら
、
君

た
ち
の
力
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
僕
ら
は
コ
ミ
ッ
ト
す
る
」
と
。

具
体
的
に
何
を
し
た
か
と
い
う
と
、
あ
の
巨
大
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
、
集
ま
っ
て
い
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
１
社
１
社
と
、
２
〜
３
時
間
か
け
て
話
を
す
る
。「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
セ
ッ
ト
の
何
を
使
い
た
い
の

か
？
」「
何
が
あ
れ
ば
君
た
ち
は
大
き
く
な
れ
る
の
か
？
」
と
聞
く
わ
け
で
す
。
先
に
し
た
若
い
人
が
カ

ギ
だ
と
い
う
話
と
は
若
干
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
や
は
り
ト
ッ
プ
が
コ
ミ
ッ
ト
し
て
、
単
な

る
新
規
事
業
で
は
な
く
、「
会
社
自
体
が
変
化
す
る
ん
だ
」「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
や
る
ん
だ
」、

と
宣
言
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
あ
、
非
常
に
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
成
功
し
て
い
る
事
例
を
見
れ
ば
、
ト
ッ
プ
の
コ

ミ
ッ
ト
が
す
ご
く
重
要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
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元
橋　

実
態
に
基
づ
い
た
非
常
に
重
い
話
だ
と
思
い
ま
す
。
田
中
委
員
、
今
の
話
に
つ
い
て
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

田
中　

私
は
大
学
で
教
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
学
だ
け
で
教
育
で
き
る
話
で
は
な
い
、
と
感
じ
て

い
ま
す
。
私
の
所
は
社
会
人
学
生
な
の
で
、
平
均
40
歳
ぐ
ら
い
で
す
が
、
40
歳
で
も
頭
の
柔
ら
か
い
人
、

固
い
人
が
い
ま
す
の
で
、
一
概
に
年
齢
で
は
切
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
若
い
人
の
ほ
う

が
新
し
い
技
術
に
つ
い
て
い
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
ね
。

元
橋　

で
は
、
こ
れ
ま
で
企
業
系
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
政
策

系
の
話
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
強
み
を
活
か
し
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
と
き
、

ど
の
よ
う
な
政
策
が
必
要
な
の
か
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
議
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
田
中
委
員
か
ら
、
公
的
研
究
機
関
を
ど
う
使
う
の
か
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

的
な
役
割
と
い
い
ま
す
か
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
産
総
研
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
経
験
も
踏
ま
え
て
、
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。
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公
的
研
究
機
関
の
役
割
と
は
？

田
中　

私
が
産
総
研
に
い
た
と
き
は
、
す
ご
く
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
本
部
が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
産
総
研
の
な
か
だ
け
で
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
当
時
の
理

事
長
に
「
も
っ
と
外
と
一
緒
に
や
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
ら
、
勝
手
に
や
っ
て
い
い
、

と
。
そ
れ
か
ら
、
髙
村
さ
ん
の
所
や
、
い
く
つ
か
の
企
業
に
産
総
研
の
人
を
出
し
た
り
し
て
、
そ
の
ま

ま
居
着
い
て
も
い
い
、
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

産
総
研
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
の
人
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
最
初
に
い
わ
れ
た
の
が「
Ｎ
Ｄ
Ａ
（
秘
密
保
持
契
約
）
が
な
い
と
仕
事
が
で
き
な
い
」
と
。
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
Ｎ
Ｄ
Ａ
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
、
産
総
研
の
Ｎ
Ｄ
Ａ
に

サ
イ
ン
を
し
な
く
て
も
い
い
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
米
国
の
Ｖ
Ｃ
で
Ｎ
Ｄ
Ａ
は
あ
り
得
な
い
。「
Ｎ

Ｄ
Ａ
を
結
べ
」
と
い
っ
た
瞬
間
に
「
帰
っ
て
く
れ
」
と
い
わ
れ
て
し
ま
う
。

で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
、
産
総
研
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
国
立
研
究
開
発
法
人
で
も
そ
う
い
う
仕
組
み
が
つ
く
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
企
業
で
も
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
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産
総
研
だ
け
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
Ｔ
Ｉ
Ａ
に
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ（
物
質
・
材
料
研
究
機
構
）、
Ｋ
Ｅ
Ｋ

（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
）、
そ
れ
か
ら
大
学
も
入
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
そ
う
い
う
仕
組

み
が
で
き
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
企
業
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
産
総
研
で
年
間
１
０

０
０
億
円
ぐ
ら
い
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
も
Ｋ
Ｅ
Ｋ
も
数
百
億
円
の
予
算
を
使
っ
て
い
る
所
で
す
か
ら
。
産
総
研

に
は
、
今
、
ド
ク
タ
ー
が
８
０
０
０
人
ぐ
ら
い
い
ま
す
。
職
員
で
２
０
０
０
人
、
客
員
研
究
員
が
６
０

０
０
人
ぐ
ら
い
。
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
や
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
け
ば
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
で
き
て
、
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
も
っ
と
進
む
と
思
っ
て
い
ま
す
。

元
橋　

西
尾
委
員
は
産
学
連
携
に
つ
い
て
も
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
政
策
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

西
尾　

今
ま
で
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
政
策
の
議
論
を
す
る
と
き
に
、
ど
う
し
て
も

つ
く
り
手
側
の
人
が
中
心
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
利
用

す
る
側
の
人
、
企
業
の
人
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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ま
た
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
際
に
活
動
す
る
場
所
、
物
理
的
な
空
間
、
あ
る
い
は
機
械

や
設
備
な
ど
を
民
間
だ
け
で
は
準
備
で
き
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
都
市
空
間
を
使
っ
て
新

し
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
行
政
に
は
、
お
金
を
出
さ
な
く
て
も
い
い
の
で
、
そ
う
い
う
も

の
を
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
な
形
で
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

だ
い
ぶ
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

元
橋　

で
は
、
最
後
に
民
間
の
お
三
方
に
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
な
さ
っ

て
い
て
、
こ
う
い
う
政
策
を
進
め
て
も
ら
え
れ
ば
や
り
や
す
く
な
る
、
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
ご
意
見

を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
増
え
る
政
策
を

髙
村　

コ
マ
ツ
の
場
合
は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
は
あ
ま
り
参
画
し
て
い
な
い
の
で
、
正
直
、

そ
れ
ほ
ど
要
望
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ
う
な
所
を
つ
く
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

96



日
本
で
も
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
ど
ん
ど
ん
育
っ
て
く
れ
ば
、
私
た
ち
と
し
て
は
一
緒
に
や
れ
る
こ
と
の

チ
ャ
ン
ス
が
増
え
ま
す
か
ら
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

ま
た
、
大
学
に
対
し
て
も
、
今
、
産
学
連
携
に
す
ご
く
力
を
入
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
り
や

す
い
仕
組
み
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
や
っ
て
、
大
企
業
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
大

学
が
回
っ
て
い
く
よ
う
な
、
日
本
ら
し
い
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

産
総
研
に
つ
い
て
も
、
田
中
委
員
の
お
話
を
聞
い
て
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
機
構

み
た
い
な
所
を
狙
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
は
、
ド
イ
ツ
国
内
の
あ
ち

こ
ち
に
あ
っ
て
、
地
方
の
企
業
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

「
地
方
創
生
」
が
盛
ん
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
産
総
研
な
ど
が
地
方
の
中
小
企
業
な
ど
と
一
緒
に
そ

う
し
た
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
企
業
と
い
う
の
は
自

分
が
強
み
を
持
つ
場
所
に
立
地
す
る
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
が
活
か
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

も
う
一
つ
、
標
準
化
の
話
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
型
に
な
っ
て
い
く
と
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
お
客
様
は
、
い
ろ
い
ろ
な
会
社
の
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機
械
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
他
社
と
ど
う
乗
り
入
れ
を
や
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
海
外
で
や
る
場
合
の
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
国
が
や
る
の
か
、
業
界
が
や
る

の
か
、
強
い
企
業
が
や
る
の
か
、
と
い
う
議
論
が
必
要
で
す
。
そ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
国

と
一
緒
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

道
州
規
模
で
公
共
交
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
議
論
す
る
べ
き

横
山　

鉄
道
は
公
共
交
通
で
す
か
ら
、
当
然
、
国
や
自
治
体
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
非
常
に
や
り

に
く
い
と
感
じ
る
の
は
、
日
本
の
場
合
、
産
業
も
縦
割
り
で
す
が
、
行
政
も
縦
割
り
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、「
頑
張
れ
」「
生
産
性
を
上
げ
ろ
」
と
一
般
論
を
い
っ
て
く
る
国
の
次
は
、
も
う
自

治
体
に
な
っ
て
し
ま
う
。

例
え
ば
、
今
、
地
方
の
ロ
ー
カ
ル
線
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
の
が
非
常
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
鉄
道
の
場
合
、
国
レ
ベ
ル
だ
と
広
す
ぎ
て
、
自
治
体
レ
ベ
ル
だ
と
狭
す
ぎ
る
、
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
道
州
制
が
良
い
か
ど
う
か
は
議
論
が
必
要
で
す
が
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
経

済
圏
の
な
か
で
公
共
交
通
に
つ
い
て
話
し
合
え
る
よ
う
な
場
が
欲
し
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
今
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
人

口
が
減
っ
て
、
鉄
道
が
公
共
交
通
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
は
30
年
以
上
前
か
ら
分

か
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
国
か
ら
「
頑
張
れ
」
と
い
わ
れ
て
、
頑
張
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
、

今
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
し
ま
っ
た
、
と
。
や
は
り
、
公
共
交
通
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
程
度
の
経
済
圏
レ
ベ
ル
で
議
論
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
無
人
運
転
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
ク
ル
な
ど
新
し
い
技
術
を
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通

を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
国
や
自
治
体
に
対
し
て
は
、
そ
う
し
た
提
言
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

標
準
化
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
海
外
に
出
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
欧

州
勢
か
ら
は
非
常
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
部
分
で
も
提
言
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
・
ス
ピ
ン
イ
ン
し
や
す
い
環
境
を

宮
田　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
か
ら
、
外
側
か
ら
眺
め
て
い
る
視
点
で
い
い
ま
す
と
、
や
は
り
、
大
企
業
と
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ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
関
係
が
海
外
と
は
異
な
っ
て
い
る
、
と
感
じ
ま
す
。
具
体
的
に
い
う
と
、
私
も
日

本
で
大
学
・
大
学
院
に
行
き
ま
し
た
の
で
、そ
の
と
き
の
同
級
生
は
大
体
、日
本
の
大
企
業
に
い
る
わ
け

で
す
。
つ
ま
り
、優
秀
な
人
材
が
大
企
業
に
偏
在
し
て
い
る
、と
い
う
の
が
日
本
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

今
、
政
治
の
ほ
う
で
も
「
働
き
方
改
革
」
の
議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
、
兼
業
禁
止
の
よ

う
な
ル
ー
ル
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
海
外
で
は
、
ス
ピ
ン
ア
ウ

ト
・
ス
ピ
ン
イ
ン
な
ど
、
大
企
業
の
な
か
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
種
を
つ
く
る
、
あ
る
い
は
大
企
業

の
人
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
経
営
陣
に
参
画
す
る
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

い
き
な
り
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
始
め
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
け
れ
ど
も
、
最
初
か
ら
大
企
業
の
ア

セ
ッ
ト
を
活
用
で
き
れ
ば
違
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
戻
れ
る
担
保
が
あ
り
つ
つ
、
外
を
経
験
さ
せ
る
、

と
い
う
よ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
れ
ば
い
い
。
日
本
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
れ
と
い
っ
て

も
、
風
土
を
含
め
て
短
期
的
に
は
難
し
い
の
で
、
大
企
業
の
な
か
に
い
る
優
秀
な
人
材
を
使
う
た
め
の

法
整
備
と
い
う
の
が
、
一
つ
の
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
大
企
業
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
出
て
い
っ
た
人
を
見
て
い
ま
す
が
、
一
気
に
増
や
す
の
は
難

し
い
で
し
ょ
う
。
会
社
に
片
足
を
残
し
つ
つ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ア
セ
ッ
ト
を
兼
業
の
形
で
使
う
。
例
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え
ば
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
は
な
く
、
半
分
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
働
く
と
か
、
そ
う
い
っ
た
感
じ
で
で
き

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
・
ス
ピ
ン
イ
ン
と
い
い
ま
し
た
が
、
例
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
な
か
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
が
あ
っ
て
１
０
０
％
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
出
せ
な
い
も
の
も
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
だ
っ
た
ら
１
０

０
億
円
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
、
そ
う
い
う
可
能
性
は
お
そ
ら
く
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
看
板
で
は
で
き
な
け
れ
ば
、
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
さ
せ
、
資
本
を
つ
け
て
あ
げ
て
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
に
し
て
み
る
。
う
ま
く
い
っ
た
ら
、
買
収
し
て
、
ス
ピ
ン
イ
ン
す
る
。
そ
う
い
う
、
新

興
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
育
成
と
は
少
し
違
っ
た
視
点
の
、
日
本
的
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
可
能
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
今
日
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
思
い
ま
し
た
。

元
橋　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
は
、
最
後
に
私
の
ほ
う
か
ら
、
今
日
の
議
論
を
ま
と
め
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

企
業
系
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ま
ず
外
部
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
取
っ
て
く
る

か
、
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
日
本
の
大
企
業
の
場
合
、
会
社
の
内
と
外
の
壁
が
厚
い
と
い
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う
課
題
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ど
う
や
っ
て
橋
渡
し
す
る
の
か
、
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

橋
渡
し
で
き
る
よ
う
な
人
材
の
育
成
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
大
学
で
も
企
業
で
も

難
し
い
、
と
。
外
部
と
交
流
で
き
る
「
場
」
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
宮
田
さ
ん
か
ら
、
兼
業

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
い
い
、
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
も
、
人
材
育
成
を
考
え
た
と
き
、
Ｃ
Ｖ
Ｃ
に
若
い
人
を
出
す
の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
は

り
、
Ｃ
Ｖ
Ｃ
と
い
う
の
は
、
か
な
り
勉
強
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
投
資
先
の
ボ
ー
ド

に
入
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
い
う
こ
と
や
る
に
は
、

ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
が
必
要
で
し
ょ
う
。
コ
マ
ツ
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
成
功
し
て
い
る
の
も
、
ま
ず
ト
ッ

プ
の
コ
ミ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
社
内
に
組
織
が
つ
く
ら
れ
、
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
そ
れ
を
も
う
一
歩
広
げ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
や
は
り
「
ソ
フ
ト
」
が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
マ
ツ
の
モ
ノ

か
ら
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
話
も
そ
う
で
す
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
場
合
も
、
ハ

ー
ド
な
サ
ー
ビ
ス
を
何
と
か
ソ
フ
ト
化
し
て
い
る
、
と
い
う
話
だ
と
思
い
ま
す
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
ハ
ー
ド
の
場
合
は
、
当
然
、
開
発
が
あ
り
、
設
計
が
あ
り
、
金
型
を
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つ
く
っ
て
、
量
産
す
る
、
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
も
長
く
な
っ
て

し
ま
う
。
一
方
、
ソ
フ
ト
の
場
合
は
、
ど
ん
ど
ん
変
え
ら
れ
る
。

髙
村
さ
ん
か
ら
は
、
失
敗
を
経
験
と
し
て
積
み
重
ね
る
、
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
し
、
横
山
さ

ん
か
ら
も
、
安
全
は
確
保
し
つ
つ
も
「
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
」
で
、
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
意

味
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
速
く
回
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
も
や
は
り
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

政
策
系
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
特
に
標
準
化
が
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
デ

ジ
ュ
ー
ル
の
標
準
と
い
う
よ
り
は
デ
フ
ァ
ク
ト
の
標
準
を
取
れ
る
か
ど
う
か
が
、
企
業
戦
略
に
密
接
に

関
係
し
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
要
す
る
に
キ
ー
ス
ト
ー
ン
を
い
か
に
取
り
に
行
く
か
と
い

う
話
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
の
先
に
標
準
化
が
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
先
ほ
ど
西
尾
委
員
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
行
政
側
が
何
か
を
決
め

て
、
企
業
側
が
そ
れ
に
従
う
、
と
い
う
や
り
方
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の
よ
う
な
形
で
、
政
策
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
実
施
に
企
業
の
人
も
入
っ

て
、
一
緒
に
や
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
柔
軟
な
考
え
方
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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01　

農
業
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
実
現
─
真
の
食
料
安
全
保
障
の
確
立
を
目
指
し
て
（
２
０
０
９
年
５
月
25
日
開
催
）

　

08　

日
本
の
経
済
産
業
成
長
を
実
現
す
る
Ｉ
Ｔ
利
活
用
向
上
の
あ
り
方
（
２
０
１
０
年
11
月
10
日
開
催
）

　

13　

戸
別
所
得
補
償
制
度
─
農
業
強
化
と
貿
易
自
由
化
の
「
両
立
」
を
目
指
し
て
（
２
０
１
１
年
２
月
３
日
開
催
）

　

25　

企
業
の
成
長
と
外
部
連
携
─
中
堅
企
業
か
ら
見
た
生
き
た
事
例
（
２
０
１
２
年
２
月
29
日
開
催
）

　

27　

日
本
農
業
再
生
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
─
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
と
農
業
改
革
（
２
０
１
２
年
４
月
10
日
開
催
）

　

38　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
実
態
と
防
衛
（
２
０
１
３
年
４
月
11
日
開
催
）

　

49　

森
林
大
国
日
本
の
活
路
（
２
０
１
４
年
10
月
30
日
開
催
）

　

50　

日
本
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
て
（
２
０
１
５
年
４
月
27
日
開
催
）

　

51　

新
し
い
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
を
求
め
て
（
２
０
１
５
年
６
月
３
日
開
催
）

　

52　

研
究
開
発
体
制
の
革
新
に
向
け
て
─
大
学
改
革
を
中
心
に
（
２
０
１
５
年
６
月
15
日
開
催
）

　

53　

日
本
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
（
２
０
１
５
年
10
月
15
日
開
催
）

　

61　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
デ
ー
タ
活
用
と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
２
０
１
６
年
９
月
28
日
開
催
）

　

62　

人
工
知
能
の
現
在
と
将
来
、
そ
れ
は
産
業･

社
会
の
何
を
変
え
る
か
（
２
０
１
６
年
10
月
21
日
開
催
）

　

63　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
収
益
化
─
─
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
戦
略
を
考
え
る
─
─
（
２
０
１
７
年
４
月
19
日
開
催
）
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